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規

則

■人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
十
一
号

人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
群
馬
県
規
則
第
八
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
特
定
生
活
関
連
施
設
の
欄
中
「す

べ
て

」
を
「全

て

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
１
の
表
１
の
項
第
一
号
中
「利

用
す
る

廊
下

等

」
の
次
に
「
（廊

下
そ

の
他

こ
れ

に

類
す

る
も

の
を

い
う

以
下

同
じ

）
」
を
加
え
、
同
号
ロ
中
「階

段
又

は
傾

斜
路

」
を
「階

段
。

。

（そ
の

踊
場

を
含

む
以

下
同

じ
）又

は
傾

斜
路

（そ
の

踊
場

を
含

む
以

下
同

じ

）
」
に
改

。
。

。
。

め
、
「た

め
に

」
の
次
に
「

点
状

ブ
ロ

ッ
ク

等

（
」
を
、
「の

差
が

大
き

い
こ
と

等
に

よ
り

容
易

、

に
識

別
で

き
る

も
の

（以
下

「点
状

ブ
ロ

ッ
ク

等

」と
い

う

」
を
「

色
相

又
は

彩
度

の
差

が
大

き
、

こ
う

い
こ

と
に

よ
り

容
易

に
識

別
で

き
る

も
の

を
い

う
以

下
同

じ

」
に
、
「勾
配

」
を
「勾

配

」
に
改

。

め
、
同
表
２
の
項
第
一
号
ハ
中
「明

度

」
の
次
に
「

色
相

又
は

彩
度

」
を
加
え
、
「等

」
を
削
り
、

、

同
号
ニ
中
「が

な
い
こ

と
等

に
よ
り

つ
ま

ず
き

に
く

い
」
を
「そ

の
他
の

つ
ま

ず
き
の

原
因

と
な

る
こ
う

も
の

を
設
け

な
い

」
に
改
め
、
同
表
３
の
項
第
一
号
イ
中
「勾
配

」
を
「勾

配

」
に
改
め
、
同
号
ハ

こ
う

中
「明

度

」
の
次
に
「

色
相

又
は

彩
度

」
を
加
え
、
「等
」
を
削
り
、
同
号
ニ
⑴
及
び
⑵
中
「勾

、

配

」
を
「勾

配

」
に
改
め
、
同
表
４
の
項
第
一
号
中
「そ
の

う
ち

１
以

上

」
の
次
に
「
（男

子
用

及

び
女

子
用

の
区

別
が

あ
る

と
き

は
そ

れ
ぞ
れ

１
以

上

）
」
を
加
え
、
同
号
イ
中
「
（男

子
用

及
び

、

女
子

用
の

区
別

が
あ

る
と

き
は

そ
れ

ぞ
れ

の
便

所

）
」
を
削
り
、
「車

い
す

を

」
を
「車

椅
子

、

を

」
に
、
「
「車

い
す

使
用

者

」
を
「
「車
椅

子
使

用
者

」
に
、
「車

い
す

使
用

者
用

便
房

」
を

「車
椅

子
使

用
者

用
便

房

」
に
改
め
、
同
号
イ
⑵
中
「車

い
す

使
用
者

」
を
「車

椅
子

使
用
者

」
に

改
め
、
同
号
ロ
中
「車

い
す

使
用
者

用
便

房

」
を
「車

椅
子

使
用
者

用
便

房

」
に
改
め
、
「出

入
口

又
は

そ
の

」
を
削
り
、
「に

そ
の
旨

を
表

示
し

た
標

識
を

掲
示

す
る

」
を
「に

は
次
に

定
め

る
、

、

と
こ

ろ
に
よ

り
当

該
便
所

が
あ

る
こ

と
を

表
示

す
る

標
識
を

設
け

る

」
に
改
め
、
同
号
ロ
に
次
の

、

よ
う
に
加
え
る
。

⑴
高

齢
者

障
害

者
等
の

見
や

す
い
位

置
に

設
け

る
こ

と
、

。

⑵
表

示
す

べ
き

内
容
が

容
易

に
識

別
で

き
る

も
の

で
あ
る

こ
と
。

別
表
第
二
の
１
の
表
４
の
項
第
二
号
中
「床

置
式

の
小

便
器

」
の
次
に
「

壁
掛

式
の

小
便

器
、

（受
け

口
の

高
さ

が
３

５
セ

ン
チ

メ

ート
ル

以
下

の
も

の
に

限
る

以
下

同
じ

）
」
を
加
え
、

。
。

「こ
れ

」
を
「こ

れ
ら

」
に
改
め
、
同
表
５
の
項
第
一
号
ロ
⑵
中
「明

度

」
の
次
に
「

色
相

又
は

、

彩
度

」
を
加
え
、
「等

」
を
削
り
、
同
号
ロ
⑶
中
「が

な
い
こ

と
等

に
よ

り
つ

ま
ず

き
に
く

い

」
を

こ
う

「そ
の

他
の

つ
ま

ず
き

の
原

因
と

な
る

も
の

を
設

け
な

い

」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑴
中
「勾

配

」
を

「勾
配

」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑵
中
「明

度

」
の
次
に
「

色
相

又
は

彩
度

」
を
加
え
、
「等

」
を
削

、

り
、
同
表
６
の
項
第
一
号
中
「車

い
す

使
用

者
が

」
を
「車

椅
子

使
用

者
が

」
に
、
「車

い
す

使
用

者
用

駐
車
施

設

」
を
「車
椅

子
使
用

者
用

駐
車

施
設

」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「車

い
す

使
用

者

用
駐

車
施
設

」
を
「車
椅

子
使
用

者
用

駐
車

施
設

」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「主

と

し
て

」
を
「不

特
定

か
つ

多
数

の
者

が
利

用
し

又
は

主
と

し
て

」
に
改
め
、
「居

室

」
の
次
に

、

「
（以

下

「利
用

居
室

」と
い

う

）
」
を
加
え
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を

。

加
え
る
。

３
車
椅

子
使

用
者

用
駐

車
施

設
又

は
そ

の
付

近
に

は
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

車
椅

子
使

、
、

用
者

用
駐

車
施

設
が

あ
る

こ
と

を
表

示
す

る
標

識
を

設
け
る
。

イ
高
齢

者
障

害
者
等

の
見

や
す
い

位
置

に
設

け
る
こ

と
、

。

ロ
車
椅

子
使

用
者
用

駐
車

施
設

で
あ

る
こ

と
が

容
易
に

識
別

で
き

る
も

の
で

あ
る

こ
と
。

別
表
第
二
の
１
の
表
７
の
項
第
一
号
イ
中
「不

特
定

か
つ

多
数

の
者

が
利

用
し

又
は

主
と

し
て

、

高
齢
者

障
害

者
等
が

利
用

す
る

居
室

（以
下

「利
用
居

室

」と
い
う

）
」
を
「利

用
居

室

」
に

、
。

改
め
、
同
号
ロ
中
「車

い
す

使
用

者
用

便
房

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用

便
房

」
に
改
め
、
同
号
ハ
中

「車
い

す
使

用
者

用
駐

車
施

設

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用

駐
車

施
設

」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中

「車
い
す

使
用

者
用
非

常
口

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用

非
常
口

」
に
改
め
、
同
表
８
の
項
第
一
号
た

だ
し
書
中
「又

は

」
の
次
に
「エ

レ
ベ

タ
そ

の
他

の

」
を
加
え
、
同
表
９
の
項
第
一
号
ロ
中

ー
ー

「車
い

す
使

用
者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、
同
表

の
項
第
一
号
ロ
中
「車

い
す

」
を

10

「車
椅

子

」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、
同
表

の
11

こ
う

項
第
一
号
ロ
中
「勾

配

」
を
「勾

配

」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「昇

降
機

（移
動

等
円

滑
化

経

12

路

）
」
を
「エ

レ
ベ

タ

（移
動

等
円

滑
化

経
路

）
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「構

成
す
る

昇
ー

ー

降
機

」
を
「構

成
す
る

エ
レ

ベ
タ

」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「か

ご

」
を
「籠

」
に
、
「車

い
す

ー
ー

使
用
者

用
便

房

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用

便
房

」
に
、
「車

い
す

使
用

者
用

駐
車

施
設

」
を
「車

椅

子
使

用
者

用
駐

車
施

設

」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「か

ご

」
を
「籠

」
に
改
め
、
同
号
ホ
中

「か
ご

」
を
「籠

」
に
、
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、
同
号
ヘ
及
び
ト
中

「か
ご

」
を
「籠

」
に
改
め
、
同
号
チ
⑴
中
「か

ご
の
床

面
積

」
を
「籠

の
幅

」
に
、
「１

８
３

．

平
方
メ

ト
ル

」
を
「１

４
０

セ
ン

チ
メ

ト
ル

」
に
改
め
、
同
号
チ
⑵
中
「か

ご

」
を
「籠

」
に
、

ー
ー

「車
い
す

」
を
「車

椅
子

」
に
改
め
、
同
号
リ
中
「昇

降
機

」
を
「エ

レ
ベ

タ

」
に
改
め
、
同

ー
ー

号
リ
⑴
中
「か

ご

」
を
「籠

」
に
改
め
、
同
号
リ
⑵
中
「か

ご

」
を
「籠

」
に
、
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、
同
号
リ
⑶
中
「か

ご

」
を
「籠

」
に
改
め
、
同
表

の
項
中

13

「昇
降

機

（移
動

等
円

滑
化

経
路

）
」
を
「エ

レ
ベ

タ
そ

の
他

の
昇

降
機

（移
動

等
円

滑
化

経
ー

ー

路

）
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「昇

降
機

」
を
「エ

レ
ベ

タ
そ
の

他
の

昇
降
機

（平
成

１
８

ー
ー

年
国

土
交

通
省
告

示
第

１
４

９
２

号
第

１
に

規
定

す
る

も
の

を
い
う

）
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑴
中

。

「第
７

号

」
を
「第

９
号

」
に
改
め
、
同
号
イ
⑵
中
「か

ご
の

床
面

積
は

０
８

４
平

方
メ

ト
、

．
ー

ル
」
を
「籠

の
幅

は
７

０
セ

ン
チ

メ
ト
ル

以
上

と
し

か
つ

奥
行

き
は
１

２
０

セ
ン

チ
メ

ト
ー

、
、

ー

ル
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑶
中
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
、
「か

ご

」
を
「籠

」

に
改
め
、
同
表

の
項
第
一
号
ロ
中
「車

い
す

」
を
「車

椅
子

」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「車

い
す

使

14

こ
う

用
者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、
同
号
ニ
⑵
及
び
⑶
中
「勾

配

」
を
「勾

配

」
に
改
め
、
同

表

の
項
第
一
号
中
「の

案
内

設
備

」
の
次
に
「
（当

該
建

築
物

又
は
そ

の
敷

地
内

の
移

動
等

円
滑

15

化
の

措
置

が
と

ら
れ

た
エ

レ
ベ

タ
そ

の
他

の
昇
降

機
便

所
又
は

駐
車

施
設

の
配

置
を

表
示
し

ー
ー

、
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た

案
内

板
そ

の
他

の
設

備
を

い
う

以
下
同

じ

）
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
イ
中
「明

度

」
の
次

。
。

こ
う

に
「

色
相

又
は

彩
度

」
を
加
え
、
「等

に
よ

り

」
を
「に

よ
り

」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑵
中
「勾

、

配

」
を
「勾

配

」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「１

６
客

室

」
を
「１

６
ホ

テ
ル
又

は
旅

館
の

客

16

室
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「車

い
す

使
用

者
が

」
を
「車

椅
子

使
用

者
が

」
に
改
め
、
「１

以

上
の

」
を
削
り
、
「車

い
す

使
用

者
用

客
室

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用

客
室

」
に
、
「設

け
る

」
を

「客
室

の
総

数
に

１
０

０
分

の
１

を
乗

じ
て

得
た

数

（そ
の

数
に

１
未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
は
、

そ
の

端
数

を
切

り
上

げ
た

数

）以
上

設
け

る

」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「車

い
す

使
用
者

用
客

室

は

」
を
「車

椅
子

使
用
者

用
客

室
は

」
に
改
め
、
同
号
イ
⑵
中
「車

い
す

使
用
者

」
を
「車

椅
子

使

用
者

」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「便

所
が

」
を
「便

所

（車
椅

子
使

用
者

用
便

房
が

設
け

ら
れ

た
も
の

に
限

る

）が
１

以
上

（男
子

用
及

び
女

子
用

の
区

別
が
あ

る
と

き
は

そ
れ

ぞ
れ

１
以

上

）
」
に

。
、

改
め
、
同
号
ロ
⑴
中
「車

い
す

使
用

者
用

便
房

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用

便
房

」
に
改
め
、
同
号
ロ

⑵
中
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「浴

室
等

は

」
を
「浴
室

又

は
シ

ャ
ワ

室

（以
下

「浴
室

等
」と

い
う

）は

」
に
、
「車

い
す

使
用

者
用

浴
室

等

」
を
「車

ー
。

椅
子

使
用
者

用
浴

室
等

」
に
、
「浴

室
等

が

」
を
「浴

室
等

（車
椅

子
使
用

者
用

浴
室

等
で

あ
る

も

の
に

限
る

）が
１

以
上

（男
子

用
及
び

女
子

用
の

区
別
が

あ
る

と
き

は
そ

れ
ぞ

れ
１

以
上

）
」

。
、

に
改
め
、
同
表

の
項
第
一
号
中
「
（以

下
「浴

室
等

」と
い

う

）
」
を
削
り
、
同
号
イ
中
「イ

17

。

車
い

す
使

用
者

」
を
「イ

車
椅

子
使

用
者

」
に
、
「車

い
す
使

用
者

用
浴

室
等

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用

浴
室

等

」
に
改
め
、
同
号
イ
⑵
、
同
号
ロ
⑵
、
同
表

の
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
中
「車

い

18

す
使

用
者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「１
９

車
い

す
使

用
者

用
非

常
19

口

」
を
「１

９
車

椅
子

使
用

者
用

非
常

口

」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
「車

い
す
使

用
者

用
非

常
口

」
を
「
「車

椅
子
使

用
者

用
非
常

口

」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「車

い
す
使

用
者

」
を
「車

椅
子

使
用
者

」
に
改
め
、
同
表

の
項
第
一
号
ハ
中
「車

い
す

使
用

者
用

非
常

口

」
を
「車

椅
子

使
用

者

20

用
非
常

口

」
に
、
「そ

の
旨

を
表

示
す

る

」
を
「車

椅
子

使
用

者
の

通
過

に
支

障
が

な
い

構
造

で
あ

る
こ
と

を
示

す
標

識
を

設
け

る

」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「車

い
す

使
用

者
用

非
常

口

」
を
「車

椅
子

使
用
者

用
非

常
口

」
に
、
「防

火
戸

」
を
「か

つ
そ

の
経

路
上

の
防

火
戸

」
に
、
「車

い
す

使
用

、

者
の

」
を
「車

椅
子

使
用

者
の

」
に
、
「は
そ

の
旨

の
表

示
を
す

る

」
を
「に

は
そ

の
こ

と
を

、
、

示
す
標

識
を

設
け
る

」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「２

１
案

内
板

」
の
次
に
「等

」
を
加
え
、
同

21

項
第
一
号
中
「案

内
板

」
の
次
に
「又
は

表
示

板

（以
下

「案
内

板
等

」と
い

う
）
」
を
加
え
、

。

同
号
ロ
中
「案

内
表

示

」
を
「案

内
板

等
の

表
示

」
に
、
「よ

う
に

表
示

す
る

」
を
「も

の
と

す

る

」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「設
置

の
高

さ

」
を
「設

置
位

置

」
に
改
め
、
同
表

の
項
第
一
号
中

22

「次
に

掲
げ

る
乳

幼
児

用
設

備

」
を
「円

滑
に

授
乳

及
び

お
む

つ
替

え
が

で
き

る
設

備
を

有
す

る
居

室

（他
に

お
む

つ
替
え

が
で

き
る

場
所

を
設

け
る

場
合
は

円
滑

に
授
乳

が
で

き
る

設
備

を
有

す
る

、

居
室

）を
１

以
上

設
け
る

と
と

も
に

当
該

居
室

の
出

入
口

又
は

そ
の

付
近

に
円

滑
に
授

乳
及

び
、

、

お
む

つ
替

え
が

で
き

る
設

備
を

有
す

る
居

室
で

あ
る

こ
と

を
示

す
標

識

」
に
改
め
、
「も

の
と

す

る

」
を
削
り
、
同
号
イ
及
び
ロ
を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

２
前

号
に

規
定

す
る

施
設
に

受
付

等
を

設
け

る
場

合
は

そ
の

近
傍

に
乳

幼
児

椅
子

及
び

乳
幼

児
、

ベ
ッ

ド

（可
動

式
の

も
の
を

含
む

）を
設

け
る

。
。

別
表
第
二
の
１
の
表

の
項
第
一
号
ニ
中
「車

い
す

使
用

者
用
便

房

」
を
「車

椅
子

使
用
者

用
便

23

房

」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「車

い
す

使
用
者

用
駐

車
施

設

」
を
「車

椅
子

使
用
者

用
駐

車
施

設

」
に

改
め
、
別
表
第
二
の
２
の
⑴
の
表
１
の
項
第
二
号
中
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に

改
め
、
同
表
２
の
項
第
一
号
中
「線

状
ブ

ロ
ッ

ク
等

」
を
「線

状
ブ

ロ
ッ

ク

（床
面

又
は
路

面
に

敷

設
さ

れ
る
ブ

ロ
ッ

ク
で

あ
っ

て
線

状
の

突
起

が
設

け
ら

れ
て

お
り

か
つ

周
囲

の
床
面

又
は

路
、

、
、

面
と

の
色

の
明

度
色

相
又

は
彩

度
の

差
が

大
き

い
こ

と
に

よ
り

容
易

に
識

別
で

き
る

も
の

を
い

、

う

）
」
に
、
「点

状
ブ

ロ
ッ

ク
等

」
を
「点

状
ブ

ロ
ッ
ク

（床
面

又
は
路

面
に

敷
設
さ

れ
る

ブ
ロ

。

ッ
ク

で
あ

っ
て

点
状
の

突
起

が
設

け
ら

れ
て

お
り

か
つ

周
囲

の
床
面

又
は

路
面

と
の

色
の

明
、

、
、

度
色

相
又

は
彩

度
の

差
が

大
き

い
こ

と
に

よ
り

容
易

に
識

別
で

き
る

も
の

を
い

う
以

下
同

、
。

じ

）
」
に
改
め
、
「を

い
う

」
の
次
に
「

以
下

同
じ

」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「昇

降
機

。
。

の

」
を
「
「７

昇
降
機

」の
項

第
１

号
ヌ

の
基

準
に
適

合
す

る

」
に
、
「点

字
に
よ

る
案

内
板

そ
の

他
の

設
備

」
を
「
「９

案
内

設
備

案
内

表
示

」の
項

第
４

号
の

規
定

に
よ

り
設

け
ら

れ
る

設
備

、

（音
に
よ

る
も

の
を

除
く

）
」
に
改
め
、
「及

び

」
の
次
に
「
「１

０
乗

車
券

等
販

売
所

待
合

。
、

所
及
び

案
内

所

」の
項
の

基
準

に
適

合
す

る

」
を
加
え
、
同
表
３
の
項
第
一
号
ロ
⑵
及
び
ハ
中
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、
同
表
４
の
項
第
一
号
ロ
⑴
中
「明

度

」
の
次
に

「

色
相
又

は
彩

度

」
を
加
え
、
「等

」
を
削
り
、
同
号
ロ
⑵
中
「が

な
い

こ
と

等
に

よ
り

つ
ま

ず
、

き
に
く

い

」
を
「そ

の
他

の
つ

ま
ず
き

の
原

因
と

な
る

も
の

が
設

け
ら
れ

て
い

な
い

」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
イ
中
「車

い
す

」
を
「車

椅
子

」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑵
及
び
ハ
中
「車

い
す

使
用

者

」
を

「車
椅

子
使

用
者

」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ
照

明
設

備
を
設

け
る
。

別
表
第
二
の
２
の
⑴
の
表
５
の
項
第
一
号
中
「傾

斜
路

は

」
を
「傾

斜
路

（階
段

に
代

わ
り

又
、

は
こ

れ
に

併
設

す
る

も
の

に
限
る

以
下

こ
の
項

に
お

い
て

同
じ

）は

」
に
改
め
、
ハ
を
ニ
と
し
、

。
。

同
号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ
傾

斜
路

の
勾

配
部

分
は

そ
の

接
続

す
る

通
路

と
の

色
の

明
度

色
相

又
は
彩

度
の

差
が
大

、
、

き
い

こ
と

に
よ
り

そ
の

存
在

を
容

易
に

識
別

で
き
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

こ
う

別
表
第
二
の
２
の
⑴
の
表
５
の
項
第
二
号
ロ
中
「勾

配

」
を
「勾

配

」
に
改
め
、
同
表
６
の
項
第

一
号
中
「
（踊

場
を

含
む

以
下
同

じ

）
」
を
削
り
、
同
号
ホ
中
「明

度

」
の
次
に
「

色
相
又

。
。

、

は
彩
度

」
を
加
え
、
「等

」
を
削
り
、
同
号
ヘ
中
「が

な
い

こ
と

等
に

よ
り

つ
ま

ず
き
に

く
い

」
を

「そ
の
他

の
つ

ま
ず
き

の
原

因
と

な
る

も
の

が
設

け
ら
れ

て
い

な
い

」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

チ
照

明
設

備
を
設

け
る
。

別
表
第
二
の
２
の
⑴
の
表
７
の
項
第
一
号
イ
中
「か

ご

」
を
「籠

」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中

「か
ご

」
を
「籠

」
に
、
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「か

ご

及
び

」
を
「籠

及
び

」
に
改
め
、
「こ

と

」
の
次
に
「又

は
籠

外
及

び
籠

内
に

画
像

を
表

示
す

る
設

備
が

設
置

さ
れ
て

い
る

こ
と

」
を
加
え
、
「か

ご
外

か
ら

か
ご

内
が

」
を
「籠

外
に

い
る

者
と

籠
内

に
い

る
者

が
互
い

に

」
に
改
め
、
同
号
ホ
か
ら
チ
ま
で
の
規
定
中
「か

ご

」
を
「籠

」
に
改
め
、
同

号
リ
中
「か

ご

」
を
「籠

」
に
、
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、
同
号
ヌ
及

び
ヲ
中
「か

ご

」
を
「籠

」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ニ
及
び
ホ
中
「明

度

」
の
次
に
「

色
相

又
は

、

彩
度

」
を
加
え
、
「等

」
を
削
り
、
同
号
チ
中
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、

同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

３
エ

ス
カ
レ

ータ

ーに
は

当
該
エ

ス
カ

レ

ータ

ーの
行

き
先

及
び

昇
降

方
向

を
音

声
に

よ
り

知
、
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令和２年３月２７日（金） 群 馬 県 報 第９７８６号
ら

せ
る

設
備

を
設

け
る
。

別
表
第
二
の
２
の
⑴
の
表
８
の
項
第
一
号
イ
中
「構

造
を

」
の
次
に
「音

点
字
そ

の
他

の
方

法
、

に
よ

り

」
を
加
え
、
「点

字
に

よ
る

案
内

板
そ

の
他
の

」
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「床

置
式

小
便

器

」

の
次
に
「

壁
掛

式
の
小

便
器

」
を
加
え
、
「こ

れ

」
を
「こ

れ
ら

」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
及

、
び
ロ
、
同
項
第
三
号
ハ
か
ら
ヘ
ま
で
、
同
項
第
四
号
イ
、
ロ
、
へ
⑵
及
び
ト
並
び
に
同
項
第
五
号
ハ

か
ら
ヘ
ま
で
の
規
定
中
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

「５
０
０

０
人

」
を
「３

０
０

０
人

」
に
改
め
、
同
表
９
の
項
第
二
号
中
「昇

降
機

」
を
「傾

，
，

斜
路

昇
降

機
」
に
、
「又

は
乗
車

券
等

販
売

所

」
を
「

乗
車

券
等

販
売

所
待
合

所
案

内
所

、
、

、
、

若
し

く
は

休
憩

設
備

」
に
、
「の

付
近
に

は
移

動
等

円
滑

化
の

た
め

の
主

要
な

」
を
「又

は
次
号

、

に
規

定
す

る
案

内
板

そ
の

他
の

設
備

の
付

近
に

は
こ

れ
ら

の

」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「付

、

近

」
の
次
に
「そ

の
他

の
適

切
な

場
所

」
を
加
え
、
「視

覚
障

害
者

に
示

す
た

め
の

点
字

に
よ

る
案

内
板
そ

の
他

の

」
を
「音

点
字

そ
の

他
の
方

法
に

よ
り

視
覚
障

害
者

に
示

す
た

め
の

」
に
改
め
、

、

同
表

の
項
第
一
号
ロ
⑵
及
び
⑶
並
び
に
ハ
中
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改
め
、

10

同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
乗

車
券

等
販
売

所
又

は
案

内
所

（勤
務
す

る
者

を
置

か
な
い

も
の

を
除

く

）に
は

聴
覚

障
。

、

害
者
が

文
字

に
よ
り

意
思

疎
通

を
図

る
た

め
の

設
備
を

備
え

る
こ
の

場
合

に
お

い
て

は
当

該
。

、

設
備

を
保

有
し

て
い

る
旨

を
当

該
乗

車
券

等
販

売
所
又

は
案

内
所

に
表

示
す

る
も

の
と

す
る
。

別
表
第
二
の
２
の
⑴
の
表

の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

13

２
鉄

道
駅

に
お
い

て
自

動
改

札
機

を
設

け
る
場

合
は

当
該

自
動

改
札

機
又

は
そ

の
付

近
に

当
、

、

該
自

動
改

札
機

へ
の

進
入

の
可
否

を
容

易
に

識
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

方
法

で
表

示
す

る
、

。

別
表
第
二
の
２
の
⑴
の
表

の
項
第
一
号
ハ
中
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者

」
に
改

14

め
、
同
号
ニ
及
び
同
号
チ
中
「可

動
式

ホ
ム
さ

く

」
を
「可
動

式
ホ

ム
柵

」
に
改
め
、
同
号
チ

ー
ー

を
同
号
リ
と
し
、
同
号
ト
中
「さ

く

」
を
「柵

」
に
改
め
、
同
号
ト
を
同
号
チ
と
し
、
同
号
ヘ
中

「ホ
ム

ド
ア

可
動

式
ホ

ム
さ

く
点

状
ブ

ロ
ッ

ク
等

」
を
「へ

に
掲

げ
る

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ム

ー
、

ー
、

ー

以
外

の
プ

ラ
ッ
ト

ホ
ム

に
あ

っ
て

は
ホ

ム
ド

ア
可

動
式

ホ
ム

柵
内

方
線

付
き

点
状

ブ
ー

、
ー

、
ー

、

ロ
ッ

ク

」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
ト
と
し
、
同
号
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

へ
発

着
す
る

全
て

の
鉄

道
車

両
の

旅
客

用
乗

降
口

の
位

置
が
一

定
し

て
お

り
鉄

道
車

両
を
自

、

動
的

に
一

定
の

位
置

に
停

止
さ

せ
る

こ
と

が
で
き

る
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ム

（鋼
索

鉄
道

に
係

る
も

ー

の
を

除
く

）に
あ

っ
て

は
ホ

ム
ド

ア
又
は

可
動

式
ホ

ム
柵

（旅
客

の
円

滑
な

流
動

に
。

、
ー

ー

支
障

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

に
あ
っ

て
は

内
方

線
付

き
点

状
ブ

ロ
ッ

ク
（点

状
ブ

ロ
、

ッ
ク

と
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ム
の

内
側

を
示

す
線

状
の

突
起

と
を
組

み
合

わ
せ

て
配

列
し

た
ブ

ロ
ッ

ー

ク
で

あ
っ
て

周
囲

の
床
面

と
の

色
の

明
度

色
相

又
は

彩
度

の
差

が
大

き
い

こ
と

に
よ

り
容

、
、

易
に

識
別
で

き
る

も
の

を
い

う
以

下
同
じ

）そ
の

他
の
視

覚
障

害
者

の
転

落
を

防
止

す
る

。
。

た
め

の
設
備

）を
設

け
る
。

別
表
第
二
の
２
の
⑴
の
表

の
項
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

14

ヌ
照

明
設

備
を

設
け
る
。

別
表
第
二
の
２
の
⑴
の
表

の
項
第
二
号
中
「車

い
す
ス

ペ
ス

」
を
「車

椅
子
ス

ペ
ス

（車

14

ー
ー

椅
子

使
用

者
の

用
に

供
す

る
た

め
車

両
等

に
設

け
ら

れ
る
場

所
を

い
う

）
」
に
改
め
、
同
表

の

。

15

項
第
一
号
ロ
中
「さ

く

」
を
「柵

」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

こ
う

者

」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
２
の
⑵
の
表
１
の
項
第
一
号
ハ
中
「横

断
勾

配

」
を
「横

断
勾

配

」
に

こ
う

改
め
、
同
号
ニ
中
「縦

断
勾

配

」
を
「縦

断
勾

配

」
に
改
め
、
同
号
へ
中
「車

い
す

使
用

者

」
を

「車
椅

子
使

用
者

」
に
改
め
、
同
号
チ
中
「車

い
す

」
を
「車

椅
子

」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
た
だ

し
書
中
「設

置
面

と
の
輝

度
比

や
明

度
差

が
確

保
で

き
る
色

と
す

る

」
を
「こ

の
限

り
で
な

い

」
に

改
め
、
別
表
第
二
の
２
の
⑶
の
表
１
の
項
第
一
号
イ
中
「さ

く

」
を
「柵

」
に
改
め
、
同
号
ハ
中

こ
う

こ
う

「勾
配

」
を
「勾

配

」
に
改
め
、
同
表
２
の
項
第
一
号
ロ
中
「縦

断
勾

配

」
を
「縦

断
勾

配

」
に
改

こ
う

め
、
同
号
ホ
中
「勾

配

」
を
「勾

配

」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「車

い
す

」
を
「車

椅
子

」
に
改

め
、
同
表
４
の
項
第
一
号
イ
中
「車

い
す
使

用
者

用
便

房

」
を
「車

椅
子
使

用
者

用
便

房

」
に
改
め
、

同
号
イ
⑸
中
「車

い
す
使

用
者

」
を
「車

椅
子
使

用
者

」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「車

い
す
使

用
者

用

便
房

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用

便
房

」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「床

置
式

の
小

便
器

」
の
次
に
「

壁
、

掛
式
の

小
便

器

」
を
加
え
、
「こ

れ

」
を
「こ

れ
ら

」
に
改
め
、
同
表
６
の
項
各
号
中
「車

い
す

使

用
者
用

駐
車

施
設

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用

駐
車

施
設

」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
２
の
⑷
の
表
１
の

項
各
号
中
「車

い
す

使
用

者
用

駐
車

施
設

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用

駐
車

施
設

」
に
改
め
、
同
表
２

の
項
第
一
号
ロ
中
「車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子
使

用
者

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
号
中
「車

い
す

使
用

者
用
非

常
口

か
ら

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用
非

常
口

か
ら

」

に
、

「

１
６

客
室

⑴
車

い
す

が
円

滑
に

利
用

で
き

る
客
室

を
確

保
し

て
い

る

を

か

（１
以
上

）

」

「

１
６

ホ
テ

⑴
車

椅
子
使

用
者

が
円
滑

に
利

用
で

き
る
客

室
を

客
室

総
ル

又
は

数
の

１
％

（１
未

満
の

端
数

が
あ
る

と
き

は
そ

の
端

数
、

に
、

旅
館

の
を
切

り
上

げ
た

数

）以
上

設
け

て
い

る
か

客
室

」

「車
い

す
使

用
者

の
た
め

の

」
を
「車

椅
子
使

用
者

の
た

め
の

」
に
、
「客

席
を
設

け
て

」
を
「客

席
を

複
数

設
け

て

」
に
、
「そ

の
他

の
障

害
者

等

」
を
「そ

の
他

の
聴

覚
障

害
者

の
利

用

」
に
、

「１
９

車
い

す
使

用
者

用
非

常
口

」
を
「１

９
車
椅

子
使

用
者
用

非
常

口

」
に
、
「⑵

車
い

す
使
用

者
が

」
を
「⑵

車
椅

子
使

用
者
が

」
に
、
「

廊
下

階
段

等

」
を
「

廊
下
等

及
び

階
、

、
、

段
の

必
要

な
箇

所

」
に
、
「非

常
時

点
滅

灯
又

は
非

常
時

電
光

表
示

板
及

び
音

声
誘

導
装

置

」
を

「
「非

常
時

点
滅

灯
又

は
非

常
時

電
光
表

示
板

」及
び

「音
声
誘

導
装

置

」
」
に
、
「車

い
す

使
用

者
用
非

常
口

の

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用
非

常
口

の

」
に
、
「車

い
す

使
用

者
用
非

常
口

に
至

る
車

い
す

使
用

者

」
を
「車

椅
子

使
用

者
用
非

常
口

に
至

る
車
椅

子
使

用
者

」
に
改
め
、
「２

１
案

内

板
」
の
次
に
「等

」
を
加
え
、
「外

国
語

」
を
「必

要
に

応
じ

て
外
国

語

」
に
、
「で

き
る

設
備

が

あ
る

か

」
を
「で

き
る

設
備

を
有

す
る

居
室

（他
に

お
む

つ
替

え
が

で
き

る
場

所
を

設
け

る
場

合

は
円

滑
に

授
乳
が

で
き

る
設
備

を
有

す
る

居
室

）が
あ

る
か

」
に
、

、「

⑵
受

付
等
の

近
傍

に
乳
幼

児
椅

子
及

び
乳

幼
児

ベ
ッ

ド
を

を

設
け

て
い
る

か

」
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「

⑵
⑴

の
居

室
の

出
入

口
又

は
そ

の
付
近

に
円

滑
に
授

乳
、

及
び

お
む

つ
替
え

が
で

き
る

設
備

を
有

す
る

居
室
で

あ
る

こ
と

を
示

す
標

識
を

設
け

て
い
る

か

に
、

⑶
受

付
等

の
近

傍
に

乳
幼

児
椅

子
及

び
乳

幼
児

ベ
ッ

ド

（可
動

式
の

も
の
を

含
む

）を
設

け
て

い
る
か

。

」

「近
接

す
る
部

分

）
」
を
「近

接
す

る
廊

下
等

の
部

分

）
」
に
、
「段

は
つ

ま
づ

き
に

く
い

も
の

」

を
「段

鼻
の

突
き

出
し

そ
の

他
つ

ま
ず

き
の

原
因

と
な

る
も

の
が

設
け

ら
れ

て
い

な
い

構
造

で
あ

こ
う

る

」
に
、
「勾

配
１

／
１

２
以

下
で

高
さ

１
６

ｃ
ｍ

以
下

の

」
を
「勾

配
１

／
１

２
以

下
で

高
さ

１

６
ｃ

ｍ
以

下
の

」
に
、
「⑴

車
い

す
使
用

者
用

便
房

」
を
「⑴

車
椅

子
使
用

者
用

便
房

」
に
、

「

⒝
車

い
す

で
利

用
し

や
す
い

よ
う

十
分

な
空

間
が

確
保

さ
れ
て

い
る

か

を

⒞
標

識
を

掲
示

し
て

い
る

か

⑵
床

置
式

の
小

便
器

等
を

設
け

て
い
る

か

（１
以
上

）

」

「

⒝
車

椅
子

で
利

用
し

や
す
い

よ
う

十
分

な
空

間
が

確
保

さ
れ
て

い
る

か

⑵
⑴

の
便
房

が
設

け
ら
れ

て
い

る
便

所
の
付

近
に

当
該

、
便

所
が
あ

る
こ

と
を
表

示
す

る
標

識
を

設
け

て
い

る
か

⒜
高

齢
者

障
害

者
等

の
見
や

す
い

位
置

に
設

け
て

い
、

に
、

る
か

⒝
内

容
が

容
易
に

識
別

で
き

る
も
の

で
あ

る
か

⑶
床
置

式
の

小
便

器
壁

掛
式

の
小

便
器

（受
け

口
の

高
、

さ
が

３
５

ｃ
ｍ

以
下

の
も

の
に

限
る

）そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

小
便
器

を
設

け
て

い
る
か

（１
以

上

）

」

「⒞
つ
ま

ず
き

に
く

い
も

の

」
を
「⒞

段
鼻

の
突

き
出

し
そ
の

他
つ

ま
ず

き
の

原
因

と
な

る
も

こ
う

の
が

設
け

ら
れ

て
い

な
い

構
造

で
あ

る

」
に
、
「勾

配
１

／
１

２
以

下
で

高
さ

１
６

ｃ
ｍ

以
下

又

は

」
を
「勾

配
１

／
１
２

以
下

で
高

さ
１

６
ｃ

ｍ
以

下
又
は

」
に
、

「

こ
う

・
勾
配

が
１

／
２

０
以

下
の

傾
斜

部
分

の
上

端
に

近
接
す

る
場

合
こ
う

・
高

さ
１

６
ｃ
ｍ

以
下

で
勾

配
１

／
１

２
以

下
の
傾

斜
部

分
の

上
端

に
近

接
す
る

を

場
合

・
自

動
車
車

庫
に

設
け

る
場

合

」

「

・
勾
配

が
１

／
２

０
以

下
の

傾
斜

部
分

の
上

端
に

近
接
す

る
場

合
・
高

さ
１

６
ｃ
ｍ

以
下

で
勾

配
１

／
１

２
以

下
の
傾

斜
部

分
の

上
端

に
近

接
す

る

に
、

場
合

・
自

動
車
車

庫
に

設
け

る
場

合

」

「

こ
う

・
勾

配
が

１
／
２

０
以

下
の

傾
斜

部
分

の
上

端
に
近

接
す

る
場
合

・
高

さ
１
６

ｃ
ｍ

以
下

で
勾

配
１

／
１

２
以
下

の
傾

斜
部

分
の

上
端

に
近
接

す
る

を

場
合

」

「

・
勾

配
が
１

／
２

０
以

下
の

傾
斜

部
分

の
上
端

に
近

接
す

る
場

合
・

高
さ

１
６

ｃ
ｍ

以
下

で
勾

配
１

／
１

２
以

下
の

傾
斜
部

分
の

上
端

に
近

接
す

る

に
、

場
合

」

「⑵
戸

は
車

い
す

使
用

者

」
を
「⑵

戸
は
車

椅
子

使
用

者

」
に
、

「

⑵
区

間
５

０
ｍ

以
内

ご
と

に
車

い
す
が

転
回

可
能

な
場

所
が

あ
る

か

を

⑶
戸
は

車
い

す
使
用

者
が

通
過

し
や
す

く
前

後
に
水

平
、

部
分

を
設

け
て

い
る

か

」

「

⑵
区
間

５
０

ｍ
以
内

ご
と

に
車

椅
子

が
転

回
可

能
な
場

所
が
あ

る
か

に
、

⑶
戸
は

車
椅

子
使

用
者

が
通

過
し

や
す
く

前
後

に
水
平

、
部
分

を
設

け
て

い
る

か

」

こ
う

「⑵
勾

配

」
を
「⑵

勾
配

」
に
、

「

１
２

昇
降

⑴
か

ご
は
必

要
階

（利
用

居
室

又
は
車

い
す

使
用

者
用

便
機

房
・

駐
車
施

設
の

あ
る

階
地

上
階

）に
停

止
す

る
か

、

⑵
か

ご
及
び

昇
降

路
の

出
入
口

の
幅

は
８

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る

か

⑶
か

ご
の

奥
行

き
は

１
３

５
ｃ
ｍ

以
上

で
あ

る
か

⑷
乗

降
ロ

ビ
は
水

平
で

１
５

０
ｃ

ｍ
角

以
上

で
あ

る
ー

、
か

⑸
か

ご
内

及
び

乗
降

ロ
ビ

に
車

い
す

使
用

者
が

利
用

し
ー

や
す

い
制

御
装
置

を
設

け
て

い
る
か
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⑹

か
ご

内
に

停
止
予

定
階

・
現

在
位
置

を
表

示
す

る
装

置
を
設

け
て

い
る
か

⑺
乗
降

ロ
ビ

に
到
着

す
る

か
ご

の
昇
降

方
向

を
表
示

す
ー

る
装

置
を

設
け

て
い

る
か

⑻
不
特

定
多

数
の

者
が

利
用

す
る

２
０

０
０

㎡
以

上
の

を

，
建

築
物
に

設
け

る
も

の
の

場
合

⒜
上

記
⑴
か

ら
⑺

を
満

た
し
て

い
る

か

⒝
か

ご
の

床
面
積

は
１

８
３

㎡
以

上
で

あ
る

か
．

⒞
か
ご

は
車

い
す

が
転

回
で

き
る

形
状
か

⑼
不

特
定

多
数

の
者

又
は

主
に
視

覚
障

害
者

が
利

用
す

る
も

の
の

場
合

※
１

⒜
上

記
⑴

か
ら

⑻
を

満
た

し
て
い

る
か

⒝
か

ご
内

に
到

着
階

・
戸

の
閉

鎖
を
知

ら
せ

る
音

声
装

置
を

設
け

て
い
る

か

⒞
か
ご

内
及

び
乗
降

ロ
ビ

に
視

覚
障
害

者
が

利
用
し

ー
や
す

い
制

御
装

置
を

設
け

て
い

る
か

⒟
か
ご

内
又

は
乗

降
ロ

ビ
に

到
着

す
る

か
ご

の
昇

降
ー

方
向

を
知

ら
せ

る
音

声
装

置
を

設
け
て

い
る

か

」

「

１
２

エ
レ

⑴
籠
は

必
要

階

（利
用

居
室
又

は
車

椅
子

使
用

者
用

便
房

ベ
タ

・
駐
車

施
設

の
あ

る
階

地
上

階

）に
停

止
す

る
か

ー
、

ー
⑵

籠
及

び
昇

降
路

の
出

入
口

の
幅

は
８
０

ｃ
ｍ

以
上

で
あ

る
か

⑶
籠

の
奥

行
き

は
１
３

５
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る

か

⑷
乗

降
ロ

ビ
は

水
平

で
１
５

０
ｃ

ｍ
角

以
上

で
あ

る
ー

、
か

⑸
籠

内
及

び
乗

降
ロ

ビ
に

車
椅

子
使

用
者

が
利

用
し

や
ー

す
い

制
御
装

置
を

設
け

て
い
る

か

⑹
籠

内
に

停
止

予
定

階
・

現
在

位
置

を
表

示
す
る

装
置

を
設

け
て

い
る
か

⑺
乗

降
ロ

ビ
に

到
着
す

る
籠

の
昇

降
方
向

を
表

示
す

る
ー

装
置
を

設
け

て
い

る
か

⑻
不

特
定
多

数
の

者
が
利

用
す

る
２

０
０

０
㎡

以
上

の

に
改

，
建

築
物

に
設

け
る

も
の

の
場
合

⒜
上

記
⑴

か
ら

⑺
を

満
た

し
て

い
る

か

⒝
籠
の

幅
は

１
４
０

ｃ
ｍ

以
上

で
あ
る

か
、

⒞
籠

は
車
椅

子
が

転
回

で
き
る

形
状

か

⑼
不

特
定

多
数
の

者
又

は
主

に
視
覚

障
害

者
が

利
用

す
る

も
の

の
場

合
※

１

⒜
上

記
⑴

か
ら
⑻

を
満

た
し

て
い

る
か

⒝
籠

内
に

到
着

階
・

戸
の

閉
鎖

を
知

ら
せ

る
音

声
装

置
を
設

け
て

い
る

か

⒞
籠

内
及

び
乗

降
ロ

ビ
に

視
覚

障
害

者
が

利
用

し
や

ー
す

い
制

御
装

置
を

設
け

て
い

る
か

⒟
籠

内
又

は
乗

降
ロ

ビ
に
到

着
す

る
籠
の

昇
降

方
向

ー
を

知
ら
せ

る
音

声
装
置

を
設

け
て

い
る

か

」

め
、
「使

用
形

態
の

」
の
次
に
「エ

レ
ベ

タ
そ

の
他

の

」
を
加
え
、
「第

７
号

」
を
「第

９
ー

ー

号

」
に
、

「

⒝
か

ご
の

床
面

積
は

０
８

４
㎡

以
上

で
あ

る
か

．

を

⒞
か

ご
の

床
面

積
は

十
分

で
あ
る

か

（車
い

す
使

用
者

が
か

ご
内
で

方
向

を
変

更
す
る

必
要

が
あ

る
場

合

）

」

「

⒝
籠
の

幅
は

７
０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る

か

⒞
籠

の
奥
行

き
は

１
２

０
ｃ
ｍ

以
上

で
あ

る
か

に
、

⒟
籠
の

床
面

積
は
十

分
で

あ
る

か

（車
椅

子
使

用
者

が
籠
内

で
方

向
を

変
更

す
る

必
要

が
あ
る

場
合

）

」

「車
い

す
使

用
者

用
エ

ス
カ

レ

ータ

ー
」
を
「車

椅
子

使
用

者
用

エ
ス

カ
レ

ータ

ー
」
に
、
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「

⑵
区

間
５

０
ｍ

以
内

ご
と

に
車

い
す

が
転

回
可

能
な
場

所
が
あ

る
か

⑶
戸
は

車
い

す
使

用
者

が
通

過
し
や

す
く

前
後

に
水

平

を

、
部
分

を
設

け
て

い
る

か

⑷
傾
斜

路

」

「

⑵
区

間
５
０

ｍ
以

内
ご

と
に

車
椅

子
が

転
回
可

能
な

場
所

が
あ

る
か

こ
う

⑶
戸

は
車
椅

子
使

用
者

が
通

過
し

や
す
く

前
後

に
水

平

に
、
「⒝

勾
配

は
１

／
１

、
部

分
を
設

け
て

い
る

か

⑷
傾

斜
路

」

こ
う

２
以

下

（高
さ

」
を
「⒝

勾
配

は
１

／
１

２
以

下

（高
さ

」
に
、
「勾

配
１

／
２
０

」
を
「勾

配

１
／

２
０

」
に
、

「

こ
う

・
勾

配
が

１
／

２
０
以

下
の

傾
斜

部
分

の
上

端
に

近
接
す

る
場

合
こ
う

・
高

さ
１

６
ｃ
ｍ

以
下

で
勾

配
１

／
１

２
以

下
の
傾

斜
部

分
の

上
端

に
近

接
す
る

を

場
合

・
段

部
分
又

は
傾

斜
部

分
と

連
続

し
て
手

す
り

を
設

け
る

踊
場

等

」

「

・
勾

配
が

１
／
２

０
以

下
の

傾
斜

部
分

の
上

端
に
近

接
す

る
場

合
・

高
さ

１
６

ｃ
ｍ

以
下

で
勾

配
１

／
１

２
以
下

の
傾

斜
部

分
の

上
端

に
近

接
す

る

に
、

場
合

・
段
部

分
又

は
傾

斜
部

分
と

連
続

し
て

手
す

り
を

設
け
る

踊
場

等

」

「車
い

す
使

用
者
用

駐
車

施
設

を
設

け
て

い
る
か

（
」
を
「車

椅
子

使
用

者
用

駐
車

施
設

を
設

け
て

い
る

か

（
」
に
、

「

⒝
表

示
を

し
て

い
る
か

を

⒞
利

用
居

室
等
ま

で
の

経
路

が
短
い

位
置

に
設

け
ら

れ
て

い
る

か

」

「

⒝
利

用
居

室
等
ま

で
の

経
路

が
短

い
位

置
に

設
け
ら

れ
て

い
る

か

⒞
車

椅
子

使
用

者
用

駐
車

施
設

又
は
そ

の
付

近
に

当
、

該
車

椅
子

使
用
者

用
駐

車
施

設
が
あ

る
こ

と
を

表
示

す

る
標

識
を
設

け
て

い
る

か

に
、

・
高

齢
者

障
害

者
等

の
見

や
す
い

位
置

に
設
け

て
、

い
る

か

・
内

容
が

容
易
に

識
別

で
き

る
も
の

か

」

「

１
６

客
室

⑴
車
い

す
使

用
者
用

客
室

を
設

け
て

い
る

か

（１
以

上
※

を

１

）

」

「

１
６

ホ
テ

⑴
車

椅
子

使
用

者
用

客
室

を
設

け
て

い
る
か

（客
室

総
数

ル
又

は
の

１
％

以
上

※
１

）

に
、

旅
館

の
客

室

」

「

・
戸

は
車

い
す
使

用
者

が
通

過
し
や

す
く

前
後
に

、
水

平
部

分
を
設

け
て

い
る

か

を

⒝
便
所

（同
じ

階
に

共
用

便
所

が
あ
る

場
合

は
免

除

）

・
車

い
す
使

用
者

用
便

房
を
設

け
て

い
る

か

」

「

・
戸

は
車

椅
子
使

用
者

が
通

過
し
や

す
く

前
後
に

、
水

平
部

分
を
設

け
て

い
る

か

に
、

⒝
便
所

※
２

・
車

椅
子
使

用
者

用
便

房
を

設
け

て
い

る
か

」

「出
入

口
の

戸
は

車
い

す
使

用
者

」
を
「出

入
口

の
戸
は

車
椅

子
使

用
者

」
に
、
「
（共

用
の
浴

室

等
が

あ
る

場
合

は
免

除

）
」
を
「※

３

」
に
、
「車

い
す
使

用
者

用
浴

室
等

」
を
「車

椅
子
使

用
者

用
浴

室
等

」
に
、

「

⒝
車

い
す

で
利
用

し
や

す
い

よ
う

十
分

な
空

間
が
確

保
さ

れ
て

い
る
か

を

⒞
出
入

口

」

「

⒝
車

椅
子
で

利
用

し
や

す
い

よ
う

十
分

な
空
間

が
確

保
さ

れ
て
い

る
か

に
、
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出
入
口

」

「
・

戸
は

車
い
す

使
用

者
が

通
過
し

や
す

く
前
後

に
、

水
平

部
分
を

設
け

て
い

る
か

備
考

１
※

１
は

高
齢

者
障

害
者

等
の

移
動

等
の

円
滑

化
の
促

進
に

関
す

る
法

律
の

、
、

適
用

を
受

け
る

場
合

は
２

０
０

室
以

下
２

％
以

上
２
０

０
室

を
超
え

る
場

合

を

、
、

は
１

％
＋

２
室

以
上

の
客

室
２

「適
否

」の
欄

に
は

次
に

よ
り

記
載

し
て

く
だ

さ
い

、
。

・整
備

基
準

に
適

合
し

て
い

る
場

合

→
○

・整
備

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

場
合

→×

・整
備

基
準

が
該

当
し

な
い

場
合

→－

」

「

・
戸

は
車

椅
子
使

用
者

が
通

過
し
や

す
く

前
後
に

、
水

平
部

分
を
設

け
て

い
る

か

備
考

１
※

１
は

１
未

満
の

端
数
が

あ
る

と
き

は
そ

の
端

数
を
切

り
上

げ
た

数
以

上
、

、
２

※
２
は

以
下

の
場
合

を
除

く
、

。

・同
じ
階

に
不

特
定

か
つ

多
数

の
者

が
利

用
す

る
便

所

（車
椅
子

使
用

者
用

便
房

が
設

け
ら

れ
た
も

の
に

限
る

）が
１

以
上

（男
子

用
及

び
女
子

用
の

区
別

が
。

あ
る

と
き
は

そ
れ

ぞ
れ
１

以
上

）設
け

ら
れ

て
い
る

場
合

、

に
、

３
※

３
は

以
下

の
場
合

を
除

く
、

。

・不
特
定

か
つ

多
数

の
者

が
利

用
す

る
浴

室
等

（車
椅
子

使
用

者
用

浴
室

等
で

あ
る

も
の

に
限

る

）が
１

以
上

（男
子

用
及

び
女

子
用

の
区

別
が

あ
る

と
き

。
は

そ
れ
ぞ

れ
１

以
上

）設
け

ら
れ
て

い
る

場
合

、

備
考

「適
否

」の
欄

に
は

次
に
よ

り
記

載
し

て
く
だ

さ
い

、
。

・整
備

基
準

に
適

合
し

て
い
る

場
合

→
○

・整
備

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

場
合

→×

・整
備

基
準

が
該

当
し

な
い

場
合

→－

」

「

⒝
自
動

ド
ア

又
は

車
い

す
使

用
者

等
が

容
易

に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る

構
造

で
あ

る
か

を

⑶
車

い
す

使
用

者
の

通
過

に
支

障
と

な
る

段
が

な
い

か

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
で

傾
斜

路
を
併

設
し

て
い

る
場

合
は

こ
の
限

り
で

な
い

）

」

、

「

⒝
自
動

ド
ア

又
は

車
椅

子
使

用
者

等
が

容
易

に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る

構
造

で
あ

る
か

に
、

⑶
車

椅
子

使
用

者
の

通
過

に
支

障
と

な
る

段
が

な
い

か

（構
造
上

や
む

を
得

な
い

場
合

で
傾

斜
路

を
併

設
し

て
い

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

」

、

「⒝
つ

ま
ず

き
に

く
い

も
の

」
を
「⒝

段
鼻

の
突
き

出
し

そ
の

他
つ

ま
ず

き
の
原

因
と

な
る

も

の
が

設
け
ら

れ
て

い
な

い
構

造

」
に
、

「

⒝
自

動
ド

ア
又

は
車

い
す

使
用

者
等
が

容
易

に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る
構

造
で

あ
る

か

⑸
移
動

等
円

滑
化
さ

れ
た

経
路

を
構
成

す
る

通
路

に
は

車

を

い
す

使
用

者
の
通

過
に

支
障

と
な

る
段

が
な

い
か

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
で

傾
斜
路

を
併

設
し

て
い

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

、

」

「

⒝
自

動
ド
ア

又
は

車
椅

子
使
用

者
等

が
容

易
に

開
閉

し
て

通
過
で

き
る

構
造

で
あ
る

か

⑸
移

動
等
円

滑
化

さ
れ

た
経
路

を
構

成
す

る
通

路
に

は
車

椅
子

使
用

者
の

通
過

に
支

障
と

な
る

段
が
な

い
か

（構
造

に
、

上
や

む
を

得
な

い
場

合
で

傾
斜

路
を
併

設
し

て
い

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

、

⑹
照

明
設

備
を

設
け

て
い

る
か

」

「

⑶
両

側
に

立
ち

上
が

り
部

を
設

け
て

い
る
か

（側
面

が
壁

を

面
の

場
合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

、

」

「

⑶
勾

配
部
分

は
そ

の
接

続
す
る

通
路

と
の
色

の
明

度
差

、
等

に
よ

り
そ

の
存

在
を
容

易
に

識
別

で
き

る
か

に
、

⑷
両

側
に

立
ち

上
が

り
部

を
設
け

て
い

る
か

（側
面

が
壁

面
の

場
合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

、

」

こ
う

「⑷
移

動
等

円
滑

化
さ

れ
た

経
路

を

」
を
「⑸

移
動

等
円

滑
化

さ
れ

た
経

路
を

」
に
、
「勾

配

は
１

／
１
２

以
下

（傾
斜

路

」
を
、
「勾

配
は

１
／
１

２
以

下

（傾
斜

路

」
に
、
「⑹

つ
ま
ず

き

に
く

い
も
の

」
を
「⑹

段
鼻
の

突
き

出
し
そ

の
他

つ
ま

ず
き

の
原

因
と

な
る
も

の
が

設
け

ら
れ

て

い
な

い
構

造

」
に
、

「

⑺
両

側
に

立
ち
上

が
り

部
を

設
け
て

い
る

か

（側
面

が
壁

を

面
の

場
合

は
こ
の

限
り

で
な

い

）

、

」
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「

⑺
両

側
に

立
ち

上
が

り
部

を
設

け
て
い

る
か

（側
面
が

壁
面
の

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

に
、

⑻
照

明
設

備
を

設
け

て
い

る
か

」

「⒜
か

ご

」
を
「⒜

籠

」
に
、

「

⒝
か

ご
の

内
法

幅
は

１
４

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る
か

（か
ご

の
出

入
口

が
複

数
あ

り
車

い
す

使
用

者
が

円
滑

に
、

乗
降
で

き
る

構
造

の
も

の

（開
閉
す

る
か

ご
の

出
入

口
を
音

声
に

よ
り
知

ら
せ

る
設

備
を

設
け

て
い

る
も
の

に
限

る

）は
こ

の
限
り

で
な

い

）

、

⒞
か

ご
の

内
法
奥

行
き

は
１

３
５

ｃ
ｍ

以
上

で
あ
る

か

（か
ご

の
出

入
口

が
複

数
あ

り
車

い
す

使
用

者
が

円
、

滑
に

乗
降

で
き

る
構

造
の

も
の

（開
閉

す
る
か

ご
の

出

を

入
口

を
音

声
に

よ
り

知
ら

せ
る

設
備

を
設

け
て

い
る
も

の
に

限
る

）は
こ

の
限
り

で
な

い

）

、

⒟
か

ご
内

に
出
入

口
を

確
認

で
き

る
鏡

が
あ

る
か

（か
ご

の
出

入
口

が
複

数
あ

り
車

い
す

使
用

者
が
円

滑
に

、
乗

降
で

き
る

構
造

の
も

の

（開
閉

す
る

か
ご

の
出

入
口

を
音
声

に
よ

り
知

ら
せ

る
設

備
を
設

け
て

い
る

も
の

に
限

る

）は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

」

「

⒝
籠

の
内

法
幅

は
１

４
０

ｃ
ｍ

以
上

で
あ

る
か

（籠
の

出
入

口
が

複
数
あ

り
車

椅
子
使

用
者

が
円

滑
に
乗

降
、

で
き

る
構
造

の
も

の

（開
閉

す
る
籠

の
出

入
口

を
音
声

に
よ
り

知
ら

せ
る

設
備

を
設

け
て

い
る

も
の

に
限

る

）

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

⒞
籠

の
内

法
奥

行
き

は
１

３
５

ｃ
ｍ

以
上

で
あ

る
か

（籠
の

出
入

口
が

複
数

あ
り

車
椅

子
使

用
者

が
円

滑
、

に
乗

降
で

き
る

構
造

の
も

の

（開
閉

す
る

籠
の
出

入
口

に
、

を
音

声
に

よ
り

知
ら

せ
る

設
備

を
設

け
て
い

る
も

の
に

限
る

）は
こ

の
限

り
で
な

い

）

、

⒟
籠
内

に
出

入
口

を
確

認
で

き
る

鏡
が

あ
る

か

（籠
の

出
入
口

が
複

数
あ
り

車
椅

子
使
用

者
が

円
滑

に
乗
降

、
で

き
る

構
造
の

も
の

（開
閉

す
る

籠
の

出
入

口
を

音
声

に
よ

り
知
ら

せ
る

設
備
を

設
け

て
い

る
も

の
に

限
る

）

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

」

「に
よ

り
か

ご
外

か
ら

か
ご
内

が

」
を
「又

は
籠

外
及

び
籠
内

に
画

像
を

表
示

す
る

設
備

が
設

置
、

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

よ
り

籠
外

に
い

る
者
と

籠
内

に
い

る
者
が

互
い

に

」
に
、
「⒡

か
ご

内

」

、

を
「⒡

籠
内

」
に
、
「⒣

か
ご

内

」
を
「⒣

籠
内

」
に
、
「⒤

か
ご

内

」
を
「⒤

籠

内

」
に
、
「⒥

か
ご
内

及
び

乗
降

ロ
ビ

に
車

い
す

使
用

者
が

円
滑

に
操

作
で

き
る

」
を
「⒥

ー

籠
内

及
び
乗

降
ロ

ビ
に
車

椅
子

使
用
者

が
円

滑
に

操
作

で
き

る

」
に
、
「⒦

か
ご
内

」
を
「⒦
ー

籠
内

」
に
、
「操

作
盤

（
」
を
「位

置
に

操
作

盤

（
」
に
、
「か

ご
の

昇
降

方
向

を
音

声

」
を

「籠
の

昇
降
方

向
を

音
声

」
に
、
「
（か

ご
内

」
を
「
（籠

内

」
に
、
「面

を
車

い
す

使
用

者

」
を

「面
を

車
椅

子
使

用
者

」
に
、

「

⒤
車

止
め

を
設
け

て
い

る
か

（複
数

の
エ

ス
カ

レ
タ

ー
を

隣
接

し
た
位

置
に

設
け

て
い
る

場
合

は
１
の

み

を

ー
、

が
適

合
し

て
い

れ
ば

足
り

る

）

」

「

⒤
車

止
め
を

設
け

て
い

る
か

（複
数

の
エ

ス
カ

レ
タ

ー
を

隣
接

し
た

位
置

に
設

け
て
い

る
場

合
は

１
の

み
ー

、
が

適
合

し
て

い
れ

ば
足

り
る

）

に
、

⒥
エ

ス
カ

レ
タ

の
行

き
先
及

び
昇

降
方
向

を
音

声
ー

ー
に

よ
り

知
ら

せ
る

設
備

を
設
け

て
い

る
か

」

「示
す
点

字
に

よ
る
案

内
板

そ
の

他
の

」
を
「音

点
字

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
視

覚
障

害
者

に
示

、

す
た

め
の

」
に
、
「床

置
式

小
便

器
そ

の
他

こ
れ

に
類

す
る

も
の

」
を
「床

置
式

小
便

器
壁

掛
式

、

小
便

器

（受
け

口
の

高
さ

が
３

５
ｃ

ｍ
以

下
の

も
の

に
限

る

）そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

小
便

。

器

」
に
、

「

⑸
１

以
上
の

便
所

（男
女

の
区

別
が
あ

る
場

合
は

そ
れ

ぞ
れ

）内
に

車
い

す
使

用
者

等
に
配

慮
し

た
構

造
を

有
す

る
便
房

を
設

け
て

い
る

か
又

は
１
以

上
の

便
所

を
車

い
、

、
す

使
用

者
等
に

配
慮

し
た

構
造
と

し
て

い
る

か

⑹
１

以
上

の
便
所

内
に

車
い

す
使

用
者

等
に

配
慮
し

た
構

造
を

有
す

る
便
房

を
設

け
て

い
る
場

合

⒜
移

動
等

円
滑

化
さ

れ
た

経
路

と
便
所

と
の

通
路

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
１

４
０

ｃ
ｍ

以
上

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
は

５
０

ｍ
以
内

ご
と

に
車

い
す

が
展

開
で

き
る

場
所

を
設

け
た

上
で

１
２

０
ｃ
ｍ

以
上

）で
あ

る
か

⒝
⒜
の

通
路

に
戸
を

設
け

て
い

る
場
合

は
有

効
幅
は

、
９
０

ｃ
ｍ

以
上

（構
造

上
や

む
を

得
な
い

場
合

は
８

０
ｃ

ｍ
以

上

）で
あ

る
か

ま
た

自
動

ド
ア
等

に
よ

り
、

、
車

い
す
使

用
者

等
が

容
易
に

開
閉

し
て

通
過

で
き

る
構

造
で

あ
る

か

⒞
⒜
の

通
路

に
は

車
い

す
使

用
者

の
通
過

に
支

障
と

な
る
段

が
な

い
か

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
で

傾
斜
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路

を
併

設
し

て
い

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

、

⒟
便

所
の

出
入

口
の

有
効

幅
は

８
０

ｃ
ｍ

以
上
で

あ
る

か

⒠
便

所
の

出
入
口

に
は

車
い

す
使

用
者

の
通

過
に

支
、

障
と

な
る

段
が

な
い

か

（傾
斜

路
を

併
設

し
て

い
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

⒡
便

所
の
出

入
口

に
は

車
い

す
使

用
者

等
に

配
慮

し
、

た
便

房
が

あ
る

旨
の

表
示

が
あ

る
か

⒢
便

所
の

出
入

口
に

戸
を

設
け
て

い
る

場
合
は

有
効

、
幅

は
８

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る
か

ま
た

車
い

す
使

用
、

、
者

等
が

容
易

に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る
構

造
で

あ
る

か

⒣
便

所
は

車
い

す
使

用
者

が
円

滑
に

利
用

で
き

る
広

、
さ

を
確

保
し

て
い

る
か

⒤
便

房
の

出
入

口
に

は
車

い
す

使
用

者
の

通
過

に
支

、
障

と
な
る

段
が

な
い
か

⒥
便

房
の
出

入
口

に
は

こ
の

便
房

が
車

い
す

使
用

者
、

等
が

円
滑

に
利

用
で

き
る
構

造
で

あ
る

こ
と

を
表

示
し

を

て
い

る
か

⒦
便
房

内
に

腰
掛

便
座

及
び

手
す

り
を
設

け
て

い
る

か

⒧
便

房
内
に

障
害

者
等

が
円
滑

に
利

用
で

き
る

水
洗

器
具

を
設
け

て
い

る
か

⒨
便

房
の

出
入

口
の

有
効

幅
は
８

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る

か

⒩
便

房
の

出
入

口
に

戸
を

設
け
て

い
る

場
合

は
有

効
、

幅
は

８
０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る
か

ま
た

車
い

す
使

用
、

、
者

等
が

容
易

に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る
構

造
で

あ
る

か

⒪
便

房
は

車
い

す
使

用
者
が

円
滑

に
利
用

で
き

る
広

、
さ

を
確
保

し
て

い
る
か

⑺
１

以
上
の

便
所

を
車

い
す
使

用
者

等
に

配
慮

し
た

構
造

と
し

て
い

る
場

合

⒜
移

動
等
円

滑
化

さ
れ

た
経
路

と
便

所
と

の
通

路

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
１

４
０

ｃ
ｍ
以

上

（構
造

上
や

む
を
得

な
い

場
合

は
５

０
ｍ

以
内

ご
と
に

車
い

す
が

転
回

で
き

る
場

所
を

設
け

た
上

で
１

２
０

ｃ
ｍ

以
上

）で
あ

る
か

⒝
⒜

の
通

路
に

戸
を

設
け

て
い

る
場

合
は

有
効

幅
は

、
９

０
ｃ

ｍ
以
上

（構
造

上
や

む
を
得

な
い

場
合

は
８

０
ｃ

ｍ
以
上

）で
あ

る
か

ま
た

自
動
ド

ア
等

に
よ

り
、

、
車
い

す
使

用
者

等
が

容
易

に
開

閉
し
て

通
過

で
き

る
構

造
で

あ
る

か

⒞
⒜

の
通

路
に
は

車
い

す
使

用
者
の

通
過

に
支

障
と

な
る

段
が

な
い
か

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
で
傾

斜
路

を
併
設

し
て

い
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

⒟
便

所
の

出
入

口
の

有
効

幅
は
８

０
ｃ

ｍ
以
上

で
あ

る
か

⒠
便

所
の

出
入

口
に

は
車

い
す

使
用

者
の

通
過

に
支

、
障

と
な

る
段

が
な

い
か

（傾
斜

路
を
併

設
し

て
い

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

、

⒡
便

所
の

出
入

口
に

戸
を
設

け
て

い
る

場
合

は
有

効
、

幅
は

８
０

ｃ
ｍ

以
上
で

あ
る

か
ま

た
車

い
す

使
用

、
、

者
等

が
容

易
に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る

構
造

で
あ
る

か

」

「

⑸
１
以

上
の

便
所

（男
女

の
区
別

が
あ

る
場

合
は

そ
れ

ぞ
れ

）内
に

車
椅

子
使

用
者

等
に

配
慮

し
た
構

造
を

有
す

る
便

房
を

設
け
て

い
る

か
又

は
１

以
上

の
便
所

を
車

椅
、

、
子

使
用
者

等
に

配
慮

し
た

構
造

と
し

て
い
る

か

⑹
１

以
上
の

便
所

内
に

車
椅
子

使
用

者
等

に
配

慮
し

た
構

造
を

有
す

る
便

房
を

設
け

て
い

る
場

合

⒜
移

動
等
円

滑
化

さ
れ

た
経

路
と

便
所

と
の
通

路

（１
以

上

）の
有

効
幅
は

１
４

０
ｃ

ｍ
以
上

（構
造

上
や
む

を
得
な

い
場

合
は

５
０

ｍ
以

内
ご

と
に
車

椅
子

が
展
開

で
き

る
場

所
を
設

け
た

上
で

１
２
０

ｃ
ｍ

以
上

）で
あ

る
か

⒝
⒜

の
通

路
に

戸
を

設
け

て
い
る

場
合

は
有
効

幅
は

、
９

０
ｃ

ｍ
以

上

（構
造

上
や

む
を
得

な
い

場
合
は

８
０

ｃ
ｍ
以

上

）で
あ
る

か
ま

た
自

動
ド

ア
等

に
よ
り

、
、

車
椅

子
使

用
者
等

が
容

易
に

開
閉

し
て

通
過

で
き
る

構
造

で
あ

る
か

⒞
⒜

の
通

路
に
は

車
椅

子
使

用
者
の

通
過

に
支

障
と

な
る

段
が

な
い
か

（構
造

上
や

む
を
得

な
い

場
合

で
傾

斜
路

を
併
設

し
て

い
る

場
合
は

こ
の

限
り
で

な
い

）

、
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⒟

⒜
の
通

路
に

照
明

設
備
を

設
け

て
い

る
か

⒠
便

所
の

出
入

口
の

有
効

幅
は

８
０

ｃ
ｍ

以
上
で

あ
る

か

⒡
便

所
の

出
入
口

に
は

車
椅

子
使

用
者

の
通

過
に

支
、

障
と

な
る

段
が

な
い

か

（傾
斜

路
を

併
設

し
て

い
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

⒢
便

所
の
出

入
口

に
は

車
椅

子
使

用
者

等
に

配
慮

し
、

た
便

房
が

あ
る

旨
の

表
示

が
あ

る
か

⒣
便

所
の

出
入

口
に

戸
を

設
け
て

い
る

場
合
は

有
効

、
幅

は
８

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る
か

ま
た

車
椅

子
使

用
、

、
者

等
が

容
易

に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る
構

造
で

あ
る

か

⒤
便

所
は

車
椅

子
使

用
者

が
円

滑
に

利
用

で
き

る
広

、
さ

を
確

保
し

て
い

る
か

⒥
便

房
の

出
入

口
に

は
車

椅
子

使
用

者
の

通
過

に
支

、
障

と
な
る

段
が

な
い
か

⒦
便

房
の
出

入
口

に
は

こ
の

便
房

が
車

椅
子

使
用

者
、

等
が

円
滑

に
利

用
で

き
る
構

造
で

あ
る

こ
と

を
表

示
し

て
い

る
か

⒧
便
房

内
に

腰
掛

便
座

及
び

手
す

り
を
設

け
て

い
る

か

に
、

⒨
便

房
内
に

障
害

者
等

が
円
滑

に
利

用
で

き
る

水
洗

器
具

を
設
け

て
い

る
か

⒩
便

房
の

出
入

口
の

有
効

幅
は
８

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る

か

⒪
便

房
の

出
入

口
に

戸
を

設
け
て

い
る

場
合

は
有

効
、

幅
は

８
０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る
か

ま
た

車
椅

子
使

用
、

、
者

等
が

容
易

に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る
構

造
で

あ
る

か

⒫
便

房
は

車
椅

子
使

用
者
が

円
滑

に
利
用

で
き

る
広

、
さ

を
確
保

し
て

い
る
か

⑺
１

以
上
の

便
所

を
車

椅
子
使

用
者

等
に

配
慮

し
た

構
造

と
し

て
い

る
場

合

⒜
移

動
等
円

滑
化

さ
れ

た
経
路

と
便

所
と

の
通

路

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
１

４
０

ｃ
ｍ
以

上

（構
造

上
や

む
を
得

な
い

場
合

は
５

０
ｍ

以
内

ご
と
に

車
椅

子
が

転
回

で
き

る
場

所
を

設
け

た
上

で
１

２
０

ｃ
ｍ

以
上

）で
あ

る
か

⒝
⒜

の
通

路
に

戸
を

設
け

て
い

る
場

合
は

有
効

幅
は

、
９

０
ｃ

ｍ
以
上

（構
造

上
や

む
を
得

な
い

場
合

は
８

０
ｃ

ｍ
以
上

）で
あ

る
か

ま
た

自
動
ド

ア
等

に
よ

り
、

、
車
椅

子
使

用
者

等
が

容
易

に
開

閉
し
て

通
過

で
き

る
構

造
で

あ
る

か

⒞
⒜

の
通

路
に
は

車
椅

子
使

用
者
の

通
過

に
支

障
と

な
る

段
が

な
い
か

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
で
傾

斜
路

を
併
設

し
て

い
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

⒟
便

所
の

出
入

口
の

有
効

幅
は
８

０
ｃ

ｍ
以
上

で
あ

る
か

⒠
便

所
の

出
入

口
に

は
車

椅
子

使
用

者
の

通
過

に
支

、
障

と
な

る
段

が
な

い
か

（傾
斜

路
を
併

設
し

て
い

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

、

⒡
便

所
の

出
入

口
に

戸
を
設

け
て

い
る

場
合

は
有

効
、

幅
は

８
０

ｃ
ｍ

以
上
で

あ
る

か
ま

た
車

椅
子

使
用

、
、

者
等

が
容

易
に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る

構
造

で
あ
る

か

」

「便
所

は
車

い
す

使
用

者
等

」
を
「便

所
は

車
椅

子
使

用
者

等

」
に
、
「便

所
が

車
い

す
使

用
者

等

」
を
「便

所
が

車
椅

子
使

用
者

等

」
に
、
「５

０
０

０
人

」
を
「３

０
０
０

人

」
に
、
「昇

，
，

降
機

便
所

乗
車

券
等

販
売

所

」
を
「傾

斜
路

昇
降

機
便

所
乗

車
券

等
販

売
所

待
合

、
、

、
、

、
、

所
案

内
所

若
し

く
は

休
憩

設
備

又
は
案

内
板

そ
の

他
の

設
備

」
に
、
「に

昇
降

機
便

所
乗

車
、

、
、

券
販

売
所

」
を
「に

傾
斜

路
昇

降
機

便
所

乗
車

券
等

販
売

所
待

合
所

案
内

所
又
は

休
憩

、
、

、
、

、

設
備

」
に
、
「付

近
に

公
共

交
通

機
関
の

施
設

の
構

造
及
び

昇
降

機
便
所

乗
車

券
販
売

所
の

配
、

、

置
を

表
示

し
た

点
字

案
内

板
そ

の
他

の

」
を
「付

近
そ

の
他
の

適
切

な
場

所
に

公
共

交
通

機
関

の
、

施
設

の
構

造
及

び
傾

斜
路

昇
降

機
便

所
乗

車
券

等
販

売
所

待
合
所

案
内

所
又

は
休

憩
設

、
、

、
、

、

備
の

配
置

を
音

点
字
そ

の
他

の
方

法
に

よ
り

視
覚

障
害
者

に
示

す
た
め

の

」
に
、

、

「

⒜
移

動
等

円
滑
化

さ
れ

た
経

路
と
乗

車
券

等
販

売
所

と
の

通
路

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
１

４
０

ｃ
ｍ

以
上

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場
合

は
５

０
ｍ

以
内

ご
と

に
車
い

す
が

転
回

で
き

る
場

所
を

設
け
た

上
で

１
２

０
ｃ

ｍ
以

上

）で
あ

る
か

⒝
⒜

の
通

路
に
戸

を
設

け
て

い
る

場
合

は
有

効
幅

は
、

９
０

ｃ
ｍ

以
上

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
は

８
０

ｃ
ｍ

以
上

）で
あ

る
か

ま
た

自
動

ド
ア

等
に

よ
り

、
、

車
い
す

使
用

者
等

が
容

易
に

開
閉

し
て
通

過
で

き
る

構
造

で
あ

る
か

⒞
⒜

の
通

路
に

は
車

い
す

使
用

者
の
通

過
に

支
障

と
な
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段
が

な
い

か

（構
造

上
や

む
を
得

な
い

場
合
で

傾
斜

路
を
併

設
し

て
い

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

、

⒟
乗

車
券
等

販
売

所
の

出
入
口

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
８

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る
か

⒠
⒟

の
出
入

口
に

戸
を

設
け
て

い
る

場
合

は
有

効
幅

、
は

８
０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る
か

ま
た

車
い

す
使

用
者

、
、

等
が

容
易

に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る
構

造
で

あ
る

か

⒡
⒟
の

出
入

口
に

は
車

い
す

使
用

者
の
通

過
に

支
障

と
な

る
段

が
な

い
か

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
で

傾
斜

路
を

併
設

し
て

い
る

場
合

は
こ

の
限

り
で
な

い

）

、

⒢
乗

車
券

等
販

売
所

内
に

カ
ウ

ン
タ

を
設

け
て

い
る

ー
場

合
は

そ
の
う

ち
１

以
上

は
車
い

す
使

用
者

が
円

滑
、

に
利

用
で
き

る
構

造
で

あ
る
か

（常
時

勤
務
す

る
者

が
容

易
に

カ
ウ

ン
タ

前
で

対
応

で
き

る
場

合
は

こ
の

ー
、

限
り

で
な

い
）

⑵
待
合

所
を

設
け
て

い
る

場
合

（１
以

上
が

次
に

掲
げ
る

基
準

を
満

た
す

）

⒜
移

動
等

円
滑

化
さ

れ
た

経
路

と
待

合
所

と
の

通
路

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
１

４
０
ｃ

ｍ
以

上

（構
造

上
や

む
を

得
な
い

場
合

は
５

０
ｍ
以

内
ご

と
に

車
い

す
が

転
回

で
き

る
場

所
を

設
け
た

上
で

１
２

０
ｃ

ｍ
以

上

）

で
あ

る
か

⒝
⒜
の

通
路

に
戸

を
設

け
て

い
る

場
合
は

有
効

幅
は

、
９

０
ｃ

ｍ
以

上

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
は

８
０

ｃ
ｍ

以
上

）で
あ

る
か

ま
た

自
動

ド
ア

等
に

よ
り

、
、

車
い

す
使
用

者
等

が
容

易
に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る

構
造

で
あ

る
か

⒞
⒜

の
通

路
に

は
車

い
す
使

用
者

の
通

過
に

支
障

と
な

る
段
が

な
い

か

（構
造

上
や
む

を
得

な
い
場

合
で

傾
斜

路
を

併
設

し
て
い

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

、
を

⒟
待

合
所

の
出

入
口

（１
以

上

）の
有

効
幅
は

８
０

ｃ
ｍ

以
上

で
あ

る
か

⒠
⒟

の
出
入

口
に

戸
を

設
け
て

い
る

場
合
は

有
効

幅
、

は
８

０
ｃ

ｍ
以

上
で
あ

る
か

ま
た

車
い

す
使

用
者

、
、

等
が

容
易

に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る
構

造
で

あ
る

か

⒡
⒟
の

出
入

口
に

は
車

い
す

使
用

者
の
通

過
に

支
障

と
な
る

段
が

な
い

か

（構
造

上
や

む
を

得
な
い

場
合

で
傾

斜
路

を
併
設

し
て

い
る

場
合
は

こ
の

限
り
で

な
い

）

、

⒢
待

合
所

内
に

カ
ウ

ン
タ

を
設
け

て
い

る
場
合

は
ー

、
そ

の
う

ち
１
以

上
は

車
い

す
使
用

者
が

円
滑
に

利
用

で
き

る
構
造

で
あ

る
か

（常
時

勤
務

す
る

者
が

容
易

に
カ

ウ
ン

タ
前

で
対
応

で
き

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

ー
、

い

）

⑶
案

内
所

を
設
け

て
い

る
場

合

（１
以

上
が

次
に

掲
げ

る
基

準
を

満
た
す

）

⒜
移

動
等

円
滑

化
さ

れ
た

経
路

と
案

内
所

と
の

通
路

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
１

４
０

ｃ
ｍ

以
上

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
は

５
０
ｍ

以
内

ご
と

に
車

い
す

が
転

回
で

き
る

場
所

を
設

け
た

上
で

１
２
０

ｃ
ｍ

以
上

）

で
あ

る
か

⒝
⒜

の
通

路
に

戸
を

設
け

て
い

る
場
合

は
有

効
幅
は

、
９

０
ｃ

ｍ
以

上

（構
造

上
や

む
を

得
な
い

場
合

は
８
０

ｃ
ｍ

以
上

）で
あ

る
か

ま
た

自
動

ド
ア

等
に

よ
り

、
、

車
い

す
使

用
者

等
が
容

易
に

開
閉

し
て
通

過
で

き
る

構
造
で

あ
る

か

⒞
⒜
の

通
路

に
は

車
い

す
使

用
者

の
通
過

に
支

障
と

な
る
段

が
な

い
か

（構
造

上
や

む
を

得
な
い

場
合

で
傾

斜
路

を
併

設
し
て

い
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

⒟
案

内
所

の
出
入

口

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
８

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る

か

⒠
⒟

の
出

入
口
に

戸
を

設
け

て
い

る
場

合
は

有
効

幅
、

は
８

０
ｃ

ｍ
以
上

で
あ

る
か

ま
た

車
い

す
使
用

者
、

、
等

が
容

易
に

開
閉

し
て

通
過
で

き
る

構
造

で
あ

る
か

⒡
⒟

の
出

入
口

に
は

車
い

す
使
用

者
の

通
過

に
支

障
と

な
る

段
が
な

い
か

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
で

傾
斜

路
を

併
設

し
て

い
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

⒢
案

内
所

内
に

カ
ウ

ン
タ

を
設

け
て

い
る

場
合

は
ー

、
そ

の
う
ち

１
以

上
は
車

い
す

使
用

者
が

円
滑

に
利

用
で

き
る

構
造

で
あ

る
か

（常
時

勤
務

す
る

者
が

容
易

に
カ

ウ
ン

タ
前
で

対
応

で
き

る
場
合

は
こ

の
限
り

で
な

ー
、

い

）

」

「

⒜
移

動
等
円

滑
化

さ
れ

た
経
路

と
乗

車
券

等
販

売
所

と
の

通
路

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
１

４
０

ｃ
ｍ

以
上

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
は

５
０
ｍ

以
内

ご
と

に



13

令和２年３月２７日（金） 群 馬 県 報 第９７８６号
車

椅
子

が
転

回
で

き
る

場
所
を

設
け

た
上

で
１

２
０

ｃ
ｍ

以
上

）で
あ
る

か

⒝
⒜

の
通
路

に
戸

を
設

け
て
い

る
場

合
は

有
効

幅
は

、
９

０
ｃ
ｍ

以
上

（構
造

上
や
む

を
得

な
い

場
合

は
８

０
ｃ
ｍ

以
上

）で
あ

る
か

ま
た

自
動

ド
ア

等
に
よ

り
、

、
車

椅
子

使
用
者

等
が

容
易

に
開
閉

し
て

通
過

で
き

る
構

造
で

あ
る

か

⒞
⒜

の
通
路

に
は

車
椅

子
使
用

者
の

通
過

に
支

障
と

な
る

段
が
な

い
か

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
で

傾
斜

路
を
併

設
し

て
い
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

⒟
乗

車
券

等
販

売
所
の

出
入

口

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
８
０

ｃ
ｍ

以
上

で
あ

る
か

⒠
⒟

の
出

入
口

に
戸

を
設
け

て
い

る
場

合
は

有
効

幅
、

は
８
０

ｃ
ｍ

以
上

で
あ

る
か

ま
た

車
椅

子
使

用
者

、
、

等
が

容
易

に
開
閉

し
て

通
過

で
き
る

構
造

で
あ

る
か

⒡
⒟
の

出
入

口
に
は

車
椅

子
使

用
者
の

通
過

に
支

障
と

な
る

段
が

な
い
か

（構
造
上

や
む

を
得

な
い

場
合

で
傾

斜
路

を
併

設
し

て
い

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

、

⒢
乗

車
券

等
販
売

所
内

に
カ

ウ
ン
タ

を
設

け
て
い

る
ー

場
合

は
そ
の

う
ち

１
以

上
は
車

椅
子

使
用

者
が

円
滑

、
に

利
用
で

き
る

構
造

で
あ
る

か

（常
時

勤
務

す
る

者
が

容
易

に
カ

ウ
ン

タ
前

で
対

応
で

き
る

場
合

は
こ
の

ー
、

限
り

で
な

い

）

⒣
聴

覚
障

害
者
が

文
字

に
よ

り
意

思
疎

通
を

図
る
た

め
の

設
備

を
備

え
て

い
る

か

（勤
務

す
る

者
を
置

か
な

い
も

の
を

除
く

）

⒤
当

該
設

備
を

保
有

す
る

旨
を
表

示
し

て
い

る
か

（勤
務

す
る

者
を

置
か

な
い

も
の
を

除
く

）

⑵
待

合
所

を
設

け
て

い
る

場
合

（１
以

上
が

次
に
掲

げ
る

基
準

を
満
た

す

）

⒜
移

動
等

円
滑

化
さ

れ
た

経
路

と
待

合
所

と
の

通
路

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
１
４

０
ｃ

ｍ
以

上

（構
造

上
や

む
を
得

な
い

場
合

は
５
０

ｍ
以

内
ご

と
に

車
椅

子
が

転
回

で
き

る
場

所
を

設
け

た
上

で
１
２

０
ｃ

ｍ
以

上

）

で
あ

る
か

⒝
⒜

の
通

路
に
戸

を
設

け
て

い
る
場

合
は

有
効
幅

は
、

９
０

ｃ
ｍ

以
上

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
は

８
０

ｃ
ｍ

以
上

）で
あ

る
か

ま
た

自
動

ド
ア

等
に

よ
り

、
、

に
、

車
椅

子
使
用

者
等

が
容

易
に
開

閉
し

て
通

過
で

き
る

構
造

で
あ

る
か

⒞
⒜

の
通

路
に

は
車

椅
子
使

用
者

の
通

過
に

支
障

と
な

る
段

が
な

い
か

（構
造

上
や
む

を
得

な
い

場
合

で
傾

斜
路
を

併
設

し
て
い

る
場

合
は

こ
の
限

り
で

な
い

）

、

⒟
待
合

所
の

出
入

口

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
８

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る

か

⒠
⒟
の

出
入

口
に

戸
を

設
け

て
い

る
場
合

は
有

効
幅

、
は
８

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る

か
ま

た
車

椅
子

使
用
者

、
、

等
が

容
易

に
開

閉
し

て
通

過
で
き

る
構

造
で

あ
る

か

⒡
⒟

の
出

入
口
に

は
車

椅
子

使
用

者
の

通
過

に
支
障

と
な

る
段

が
な

い
か

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
で

傾
斜

路
を

併
設

し
て

い
る

場
合
は

こ
の

限
り
で

な
い

）

、

⒢
待

合
所

内
に

カ
ウ

ン
タ

を
設

け
て

い
る

場
合

は
ー

、
そ

の
う

ち
１

以
上

は
車

椅
子
使

用
者

が
円

滑
に

利
用

で
き

る
構

造
で

あ
る

か

（常
時
勤

務
す

る
者

が
容

易
に

カ
ウ

ン
タ

前
で
対

応
で

き
る

場
合
は

こ
の

限
り
で

な
ー

、
い

）

⑶
案

内
所

を
設
け

て
い

る
場

合

（１
以

上
が

次
に

掲
げ

る
基

準
を

満
た
す

）

⒜
移

動
等

円
滑

化
さ

れ
た

経
路

と
案

内
所

と
の

通
路

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
１
４

０
ｃ

ｍ
以

上

（構
造

上
や

む
を
得

な
い

場
合

は
５
０

ｍ
以

内
ご

と
に

車
椅

子
が

転
回

で
き

る
場

所
を

設
け

た
上

で
１
２

０
ｃ

ｍ
以

上

）

で
あ

る
か

⒝
⒜

の
通

路
に

戸
を

設
け

て
い

る
場
合

は
有

効
幅

は
、

９
０

ｃ
ｍ

以
上

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
は

８
０

ｃ
ｍ

以
上

）で
あ

る
か

ま
た

自
動

ド
ア

等
に

よ
り

、
、

車
椅
子

使
用

者
等

が
容

易
に

開
閉

し
て
通

過
で

き
る

構
造

で
あ

る
か

⒞
⒜

の
通

路
に

は
車

椅
子

使
用

者
の
通

過
に

支
障

と
な

る
段

が
な

い
か

（構
造

上
や

む
を

得
な
い

場
合

で
傾
斜

路
を

併
設

し
て

い
る

場
合

は
こ

の
限

り
で
な

い

）

、

⒟
案

内
所

の
出
入

口

（１
以

上

）の
有

効
幅

は
８

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る

か

⒠
⒟

の
出

入
口
に

戸
を

設
け

て
い
る

場
合

は
有
効

幅
、
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は

８
０

ｃ
ｍ

以
上

で
あ

る
か

ま
た

車
椅
子

使
用

者
、

、
等

が
容

易
に

開
閉

し
て

通
過

で
き

る
構
造

で
あ

る
か

⒡
⒟

の
出
入

口
に

は
車

椅
子
使

用
者

の
通
過

に
支

障
と

な
る

段
が

な
い

か

（構
造

上
や
む

を
得

な
い

場
合

で
傾

斜
路

を
併

設
し

て
い

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

、

⒢
案
内

所
内

に
カ

ウ
ン

タ
を

設
け

て
い

る
場

合
は

そ
ー

の
う

ち
１

以
上

は
車

椅
子

使
用

者
が
円

滑
に

利
用

で
き

る
構

造
で

あ
る

か

（常
時

勤
務

す
る

者
が

容
易

に
カ
ウ

ン
タ

前
で

対
応

で
き

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

ー
、

い

）
⒣

聴
覚
障

害
者

が
文
字

に
よ

り
意

思
疎

通
を

図
る

た
め

の
設
備

を
備

え
て

い
る

か

（勤
務
す

る
者

を
置

か
な

い
も

の
を

除
く

）
⒤

当
該

設
備

を
保
有

す
る

旨
を

表
示
し

て
い

る
か

（勤
務

す
る

者
を

置
か

な
い

も
の

を
除
く

）

」

「

１
３

改
札

⑴
鉄

道
駅

に
お

い
て

移
動

等
円

滑
化
さ

れ
た

経
路

に
改

札
口

口
を

設
け

て
い

る
場

合
は

そ
の

う
ち

１
以

上
の

有
効

幅

を

、
が

８
０

ｃ
ｍ

以
上

で
あ

る
か

」

「

１
３

改
札

⑴
鉄

道
駅

に
お

い
て

移
動

等
円
滑

化
さ

れ
た

経
路

に
改

札
口

口
を

設
け

て
い

る
場

合
は

そ
の
う

ち
１

以
上
の

有
効

幅
、

が
８

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る

か

に
、

⑵
鉄

道
駅

に
お
い

て
自

動
改

札
機
を

設
け

る
場
合

は
当

、
該

自
動

改
札
機

又
は

そ
の

付
近
に

当
該

自
動
改

札
機

へ
、

の
進

入
の

可
否

を
容
易

に
識

別
す

る
こ
と

が
で

き
る

方
、

法
で

表
示

し
て

い
る

か

」

「隙
間

・
段

差
に

よ
り

車
い

す
使

用
者

」
を
「隙

間
・

段
差

に
よ

り
車

椅
子

使
用

者

」
に
、
「横

断
こ
う

勾
配

は

」
を
「横

断
勾

配
は

」
に
、

、
、

「

⑹
ホ

ム
ド

ア
可

動
式

ホ
ム

さ
く

点
状

ブ
ロ
ッ

ク
ー

、
ー

、
等

そ
の

他
の

視
覚

障
害

者
の

転
落

を
防

止
す
る

為
の

設
備

を
設

け
て

い
る
か

⑺
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ム
の
線

路
側

以
外

の
端
部

に
転

落
防

止
ー

の
た

め
の

さ
く
を

設
け

て
い

る
か

（旅
客

が
転

落
す
る

お
そ

れ
が

な
い

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

⑻
列

車
の

接
近

を
文

字
等

に
よ
り

警
告

す
る

設
備

及
び

音

を

声
に

よ
り

警
告

す
る

設
備

を
設

け
て
い

る
か

（技
術

上
の

理
由

等
に

よ
り

や
む

を
得

な
い

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
く

ホ
ム
ド

ア
等

を
設

け
て
い

な
い

場
合

は
適

用
し

な
、

ー
い

）

⑼
駅

の
適
切

な
場

所
に

お
い
て

列
車

に
設

け
ら

れ
る

車
い

す
ス

ペ
ス

に
通
ず

る
旅

客
用

乗
降
口

が
停

止
す

る
プ

ラ
ー

ッ
ト

ホ
ム

上
の

位
置
を

表
示

し
て

い
る
か

（こ
の

位
置

ー
が

一
定

し
な
い

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

」

「

⑹
発

着
す

る
全

て
の

鉄
道

車
両

の
旅

客
用
乗

降
口

の
位

置
が

一
定
し

て
お

り
鉄

道
車

両
を

自
動

的
に

一
定

の
位
置

、
に
停

止
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

プ
ラ
ッ

ト
ホ

ム

（鋼
索

ー
鉄

道
に

係
る
も

の
を

除
く

）の
場

合

⒜
ホ

ム
ド

ア
又

は
可

動
式

ホ
ム

柵

（旅
客

の
円

滑
ー

ー
な

流
動

に
支
障

を
及

ぼ
す

お
そ
れ

が
あ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

内
方

線
付

き
点

状
ブ

ロ
ッ

ク
そ

の
他

の
視

覚
障

、
害
者

の
転

落
を

防
止

す
る

た
め

の
設
備

）を
設

け
て

い
る

か

⑺
⑹

の
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ム
以

外
の

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ム

の
場

ー
ー

合⒜
ホ

ム
ド

ア
可

動
式

ホ
ム

柵
内

方
線

付
き
点

ー
、

ー
、

状
ブ

ロ
ッ

ク
等
そ

の
他

の
視

覚
障
害

者
の

転
落

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

を
設

け
て
い

る
か

に
、

⑻
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ム
の

線
路

側
以

外
の

端
部

に
転

落
防

止
ー

の
た

め
の

柵
を
設

け
て

い
る

か

（旅
客

が
転

落
す
る

お
そ

れ
が

な
い
場

合
は

こ
の

限
り

で
な

い

）

、

⑼
列

車
の

接
近

を
文

字
等

に
よ

り
警

告
す

る
設
備

及
び

音
声

に
よ

り
警
告

す
る

設
備

を
設
け

て
い

る
か

（技
術

上
の

理
由

等
に

よ
り
や

む
を

得
な
い

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
く

く
ホ

ム
ド

ア
等

を
設

け
て

い
る

場
合

は
適

用
し

な
、

ー
い

）

⑽
照

明
設

備
を
設

け
て

い
る

か

⑾
駅
の

適
切

な
場

所
に

お
い

て
列

車
に

設
け

ら
れ

る
車

、
椅

子
ス

ペ
ス

に
通

ず
る

旅
客

用
乗

降
口

が
停

止
す
る

プ
ー

ラ
ッ

ト
ホ

ム
上

の
位

置
を

表
示
し

て
い

る
か

（こ
の

位
ー

置
が

一
定
し

な
い

場
合

は
こ

の
限

り
で

な
い

）

、

」

「に
は

さ
く

」
を
「に

は
柵

」
に
、
「自

動
車
に

車
い

す
使

用
者

」
を
「自

動
車

に
車

椅
子

使
、

、
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こ
う

こ
う

用
者

」
に
、
「⑶

横
断

勾
配

」
を
「⑶

横
断

勾
配

」
に
、
「⑷

縦
断

勾
配

」
を
「⑷

縦
断

勾
配

」
に
、
「車

い
す

使
用

者
が

静
止

」
を
「車

椅
子

使
用

者
が

静
止

」
に
、
「⑻

排
水

溝
を

設

け
て
い

る
場

合
は

溝
ぶ

た
は

車
い
す

」
を
「⑻

排
水

溝
を

設
け

て
い

る
場

合
は

溝
ぶ

た
は

車
、

、

椅
子

」
に
、
「さ

く
等

」
を
「柵

等

」
に
、

「

⒝
段

差
が

な
い

か
段

差
が

あ
る

場
合

は
５

％
以

下
こ
う

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
は

８
％

以
下

）の
勾

配
で
す

り
つ

け
て

い
る

か

を

⒞
路

面
は
平

た
ん

で
濡
れ

て
も

滑
り

に
く
い

仕
上

げ
、

で
あ

る
か

」

「

⒝
段

差
が

な
い

か
段

差
が

あ
る

場
合

は
５

％
以

下
、

（構
造

上
や

む
を

得
な

い
場

合
は

８
％

以
下

）の
勾

配
で

す
り

つ
け

て
い
る

か

に
、

⒞
路

面
は
平

た
ん

で
濡
れ

て
も

滑
り

に
く
い

仕
上

げ
、

で
あ

る
か

」

こ
う

こ
う

こ
う

「⒝
縦

断
勾

配

」
を
「⒝

縦
断
勾

配

」
に
、
「縦

断
勾

配
が

」
を
「縦

断
勾

配
が

」
に
、
「勾

配
で

す
り

つ
け

て
い

る
か

（
」
を
「勾

配
で
す

り
つ

け
て

い
る

か

（
」
に
、
「⑶

排
水

溝
を

設
け

て
い

る
場

合
は

溝
ぶ
た

は
車

い
す

」
を
「⑶

排
水

溝
を

設
け

て
い
る

場
合

は
溝
ぶ

た
は

車
椅

、
、

子

」
に
、
「場

合
は

車
い

す
使

用
者

用
便

房

」
を
「場

合
は

車
椅

子
使

用
者

用
便

房

」
に
、

、
、

「車
い

す
使

用
者

が
容

易
に

開
閉

し

」
を
「車

椅
子

使
用

者
が

容
易

に
開

閉
し

」
に
、
「⒠

車
い

す
使

用
者

」
を
「⒠

車
椅

子
使

用
者

」
に
、
「床

置
式
等

」
を
「床

置
式

壁
掛

式
そ
の

他
こ

れ
、

ら
に

類
す

る
小

便
器

」
に
、

「

⑴
車

い
す

使
用

者
用

駐
車

施
設

を
設

け
て

い
る
か

⒜
２
０

０
台

以
下
２

％
以

上
そ
れ

を
超

え
る

と
き
１

、
％
＋

２
以

上
の

数
を

設
け

て
い
る

か

⒝
幅
は

３
５

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る

か

を

⒞

「２
園

路

」に
定

め
る

構
造

の
園

路
に

接
続

し
や
す

い
位

置
に

設
け

て
い

る
か

⒟
車

い
す

使
用
者

用
駐

車
施

設
で

あ
る

旨
表

示
し
て

い
る

か

」

「

⑴
車

椅
子

使
用
者

用
駐

車
施

設
を

設
け

て
い

る
か

⒜
２

０
０

台
以

下
２

％
以

上
そ

れ
を

超
え

る
と

き
１

、
％

＋
２

以
上

の
数

を
設

け
て

い
る

か

⒝
幅

は
３
５

０
ｃ

ｍ
以
上

で
あ

る
か

に
、

⒞

「２
園

路

」に
定

め
る

構
造

の
園
路

に
接

続
し

や
す

い
位

置
に

設
け
て

い
る

か

⒟
車
椅

子
使

用
者

用
駐

車
施

設
で
あ

る
旨

表
示

し
て

い
る
か

」

「

⑴
車
い

す
使

用
者

用
駐

車
施

設
を

設
け

て
い

る
か

⒜
２

０
０
台

以
下

２
％

以
上

そ
れ

を
超

え
る

と
き

１
、

％
＋

２
以

上
の

数
を

設
け

て
い

る
か

⒝
幅

は
３
５

０
ｃ

ｍ
以

上
で

あ
る

か

を

⒞
出

入
口

に
近

い
位

置
に

設
け
て

い
る

か

⒟
車

い
す

使
用

者
用

駐
車

施
設

で
あ
る

旨
表

示
し

て
い

る
か

」

「

⑴
車

椅
子

使
用

者
用

駐
車

施
設

を
設

け
て

い
る

か

⒜
２

０
０

台
以

下
２

％
以

上
そ

れ
を

超
え

る
と

き
１

、
％

＋
２

以
上

の
数

を
設

け
て

い
る

か

⒝
幅

は
３

５
０
ｃ

ｍ
以

上
で
あ

る
か

に
、

⒞
出
入

口
に

近
い

位
置

に
設

け
て
い

る
か

⒟
車

椅
子
使

用
者

用
駐

車
施

設
で

あ
る

旨
表
示

し
て

い
る

か

」

「⒝
車

い
す

使
用
者

」
を
「⒝

車
椅

子
使

用
者

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
工
事
中
の
生
活
関
連
施
設
の
新
築
等
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
別

表
第
二
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の

規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
が
あ
る
と
き
は
、
当
分
の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
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群
馬
県
と
畜
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
十
二
号

群
馬
県
と
畜
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
と
畜
場
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
七
年
群
馬
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

「豚

「豚
コ

別
記
様
式
第
十
二
号
二
中

を

に
改
め
る
。

レラ

」

熱

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
十
三
号

群
馬
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
群
馬
県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
中
「
附
近
」
を
「
付
近
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
号
ハ

中
「
附
帯
」
を
「
付
帯
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
森
林
総
合
研
究
所
」
を
「
森
林
研
究
・
整
備
機
構
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
十
号
中
「
附
帯
」
を
「
付
帯
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
号
ロ
中
「
第
六
条
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
中
ソ
を
ツ
と
し
、
ニ

か
ら
レ
ま
で
を
ホ
か
ら
ソ
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

境
界
標
（
不
動
産
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）
第
七
十
七
条
第
一
項

第
九
号
に
規
定
す
る
境
界
標
を
い
う
。
）
を
設
置
す
る
こ
と
。

第
十
八
条
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ネ

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七

十
五
号
）
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
保
護
増
殖
事
業
等
（
以
下
「
認
定
保
護
増

殖
事
業
等
」
と
い
う
。
）
の
実
施
の
た
め
に
工
作
物
を
設
置
す
る
こ
と
。

ナ

野
生
鳥
獣
に
よ
る
生
態
系
に
対
す
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
カ
メ
ラ
そ
の
他
の
観
測
機
器
又

は
標
識
、
く
い
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
設
置
す
る
こ
と
。

ラ

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法

律
第
七
十
八
号
）
第
三
章
の
規
定
に
よ
る
特
定
外
来
生
物
の
防
除
の
た
め
に
カ
メ
ラ
そ
の
他

の
観
測
機
器
又
は
標
識
、
く
い
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
設
置
す
る
こ
と
。

第
十
八
条
第
五
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
環
境
大
臣
の
許
可
に
係
る
木
竹
で
あ
つ
て
、
同
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
内

希
少
野
生
動
植
物
種
又
は
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
指
定
種
に
係
る
も
の
（
同

法
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
を
伐
採
す
る
こ
と
。

チ

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

リ

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に

よ
る
防
除
に
係
る
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

第
十
八
条
第
七
号
チ
中
「
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
」
を
削
り
、
「
も
の
」
の
下
に

「
（
同
法
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
号
中

ヲ
を
ワ
と
し
、
ル
を
ヲ
と
し
、
同
号
ヌ
中
「
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
」
を
削
り
、
同
号

中
ヌ
を
ル
と
し
、
リ
を
ヌ
と
し
、
同
号
チ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

リ

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
木
竹
を
損
傷
す
る
こ
と
。

第
十
八
条
第
十
二
号
イ
中
「
第
二
十
二
条
の
十
一
第
一
号
」
を
「
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中
「
附
帯
」
を
「
付
帯
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
号
中
「
ロ
か
ら
ヘ
」
を
「
ロ
か
ら
リ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。ホ

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
環
境
大
臣
の
許
可
に
係
る
行
為
（
同
法
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に

係
る
行
為
を
含
む
。
）

ヘ

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
の
行
為

第
二
十
条
第
四
号
中
「
附
帯
」
を
「
付
帯
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
号
イ
中
「
ワ
及
び
タ
」
を
「
カ
及
び
レ
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
附
帯
」

を
「
付
帯
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
の
二
中
「
国
及
び
」
を
「
国
又
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
の
三
第
一
号
イ
中
「
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
」
を
「
精
神
の
機
能
の
障
害
に

よ
り
そ
の
生
態
系
維
持
回
復
事
業
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び

意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
の
四
第
三
項
第
二
号
中
「
附
近
」
を
「
付
近
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。四

国
及
び
県
以
外
の
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者
が
、
条
例
第
二
十
条
の
三
第
三
項
の
認
定
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
前
条
第
一
号
イ
及
び
ロ
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書

類
第
三
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
る
。

第
三
十
六
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

別
記
様
式
第
二
号
、
別
記
様
式
第
七
号
、
別
記
様
式
第
十
一
号
及
び
別
記
様
式
第
十
二
号
中
「附

近

」
を
「付

近
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
三
号
備
考
中
「国

又
は
県

以
外

の
地

方
公
共

団
体

以
外

」
を
「国

及
び
県

以
外

の

地
方

公
共

団
体

以
外

の
者

」
に
、
「附

近

」
を
「付

近

」
に
、
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「(
3
)

生
態

系
維
持

回
復

事
業

の
実

施
方

法
等

を
記
載

し
た

生
態

系
維

持
回

復
事

業
実

施
計

画

を

書

（様
式

任
意

）

」

「(
3
)

生
態

系
維
持

回
復

事
業

の
実

施
方

法
等
を

記
載

し
た

生
態

系
維

持
回

復
事
業

実
施

計
画

書

（様
式

任
意

）

に

(
4
)

申
請
者
が
国
及
び
県
以
外
の
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者
の
場
合
は
、

自
然
環
境
保
全
条

例
施

行
規

則
第

２
６

条
の

３
第

１
号

イ
及

び
ロ

に
該

当
し
な

い
こ

と
を

説
明

し
た

書
類

」

改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
三
号
の
二
備
考
中
「国

又
は
県

以
外

の
地

方
公
共

団
体

以
外

」
を
「国

及
び
県

以

外
の

地
方

公
共

団
体
以

外
の

者

」
に
、
「附

近

」
を
「付

近

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
三
号
の
三
備
考
中
「国

又
は
県

以
外

の
地

方
公
共

団
体

以
外

」
を
「国

及
び
県

以

外
の
地

方
公

共
団

体
以

外
の

者

」
に
、
「附

近

」
を
「付

近

」
に
、

「(3
)

緑
地
生

態
系

維
持

回
復

事
業

の
実

施
方

法
等

を
記

載
し
た

緑
地

生
態

系
維

持
回

復
事
業

を

実
施
計

画
書

（様
式
任

意
）

」

「(3
)

緑
地
生

態
系

維
持

回
復

事
業

の
実
施

方
法

等
を

記
載
し

た
緑

地
生

態
系

維
持

回
復

事
業

実
施
計

画
書

（様
式
任

意

）

に

(
4
)

申
請
者
が
国
及
び
県
以
外
の
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者
の
場
合
は
、

自
然
環
境
保
全
条

例
施

行
規

則
第

２
６

条
の

３
第

１
号

イ
及

び
ロ

に
該
当

し
な

い
こ

と
を

説
明

し
た
書

類

」

改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
三
号
の
四
備
考
中
「国

又
は

県
以

外
の

地
方

公
共

団
体

以
外

」
を
「国

及
び

県
以

外
の

地
方

公
共
団

体
以

外
の

者

」
に
、
「附

近

」
を
「付

近

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記

様
式

第
十
八

号
削

除

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
及
び

第
四
号
、
第
十
三
条
第
一
号
ハ

、
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
、
第
十
七
条
第
十
号
、
第
十
八
条
第

一
号
ロ
、
同
条
第
十
二
号
イ
、
同
条
第
十
三
号
、
第
二
十
条
第
四
号
、
第
二
十
五
条
第
七
号
、
第
二

十
六
条
の
二
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
号
イ
並
び
に
第
二
十
六
条
の
四
第
三
項
第
二
号
の
改
正
規
定
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
別
記
様
式
第
二
号
、
別
記
様
式
第
七
号
、
別
記
様
式

第
十
一
号
、
別
記
様
式
第
十
二
号
、
別
記
様
式
第
十
三
号
備
考
、
別
記
様
式
第
十
三
号
の
二
備
考
、

別
記
様
式
第
十
三
号
の
三
備
考
並
び
に
別
記
様
式
第
十
三
号
の
四
備
考
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
希
少
野
生
動
植
物
の
種
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
十
四
号

群
馬
県
希
少
野
生
動
植
物
の
種
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
希
少
野
生
動
植
物
の
種
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
群
馬
県
規
則

第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削
る
。

別
記
様
式
第
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記

様
式
第

十
六

号
削

除

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
十
五
号

群
馬
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

群
馬
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
令
和
元
年
群
馬

県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
及
び
大
会
議
室
の
項
中

「

Ａ
Ｖ
機
器
操
作
卓

六
、
〇
〇
〇
円

バ
ッ
ク
幕

一
枚
に
つ
き
一
日

二
、
〇
〇
〇
円

」

を「

Ａ
Ｖ
機
器
操
作
卓

六
、
〇
〇
〇
円

」

に
改
め
、
同
表
中
会
議
室
の
項
中

「

Ａ
Ｖ
機
器
操
作
卓

三
、
〇
〇
〇
円

バ
ッ
ク
幕

一
枚
に
つ
き
一
日

二
、
〇
〇
〇
円

」

を「

Ａ
Ｖ
機
器
操
作
卓

三
、
〇
〇
〇
円

」

に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

屋
外
展
示
場

音
響
設
備

一
式
に
つ
き
一
日

六
、
〇
〇
〇
円



18

令和２年３月２７日（金） 群 馬 県 報 第９７８６号

別
表
第
一
共
通
の
項
中

「

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
Ｄ

一
一
、
〇
〇
〇
円

を
」

「

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
Ｄ

一
一
、
〇
〇
〇
円

に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
Ｅ

五
、
〇
〇
〇
円

」

「

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

七
、
〇
〇
〇
円

を
」

「

移
動
式
簡
易
音
響
設
備

三
、
〇
〇
〇
円

に
、

」

「

ベ
ル
ト
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

三
五
〇
円

を
」

「

ベ
ル
ト
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

三
五
〇
円

に
改
め
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
柵

三
〇
〇
円

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
十
六
号

群
馬
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
群
馬
県
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
二
の
一
の
項
中
「
（

か
ら

」
を
「
（

か
ら

」
に
改
め
、
同
項

中
「
吾
妻

郡
東
吾
妻
町
大
字
箱
島
字
的
場
千
百
六
十
二
番
一
地
先
」
を
「
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
植
栗
字
上
泉

四
百
三
十
四
番
二
地
先
」
に
改
め
、
同
項

中
「
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
厚
田
字
中
村
八
百
六
十
六

番
一
地
先
か
ら
同
町
大
字
松
谷
字
新
井
百
九
十
九
番
六
地
先
」
を
「
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
植
栗
字

鹿
児
峰
二
千
四
百
九
十
四
番
地
先
か
ら
同
町
大
字
松
谷
字
新
井
二
百
十
八
番
一
地
先
」
に
改
め
、
同

項

及
び

中
「
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
箱
島
地
内
」
を
「
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
箱
島
字
的
場
地

内
」
に
改
め
、
同
項
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
項

の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
箱
島
字
千
沢
吹
上
地
内
の
一
般
国
道
三
百
五
十
三
号
と
県
道
渋
川

東
吾
妻
線
と
の
連
結
路
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域

県
道
渋
川
東
吾
妻
線
の
う
ち
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
箱
島
字
千
沢
吹
上
地
内
の
一
般
国
道

三
百
五
十
三
号
と
の
交
点
か
ら
渋
川
市
方
面
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
及
び
当
該
交
点
か
ら
同
郡
長

野
原
町
方
面
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
間
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区

域
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
新
巻
地
内
の
一
般
国
道
三
百
五
十
三
号
と
県
道
渋
川
東
吾
妻
線
と

の
連
結
路
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域

県
道
東
吾
妻
線
の
う
ち
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
新
巻
地
内
の
一
般
国
道
三
百
五
十
三
号
と

の
交
点
か
ら
渋
川
市
方
面
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
及
び
当
該
交
点
か
ら
同
郡
長
野
原
町
方
面
百
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
区
間
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域

県
道
新
巻
市
城
線
の
う
ち
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
新
巻
地
内
の
一
般
国
道
三
百
五
十
三
号

と
の
交
点
か
ら
北
側
方
面
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
間
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト

ル
以
内
の
区
域

吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
植
栗
地
内
の
一
般
国
道
三
百
五
十
三
号
と
県
道
渋
川
東
吾
妻
線
と

の
連
結
路
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域

県
道
東
吾
妻
線
の
う
ち
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
植
栗
地
内
の
一
般
国
道
三
百
五
十
三
号
と

の
交
点
か
ら
渋
川
市
方
面
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
及
び
当
該
交
点
か
ら
同
郡
長
野
原
町
方
面
百
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
区
間
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域

県
道
植
栗
伊
勢
線
の
う
ち
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
植
栗
地
内
の
一
般
国
道
三
百
五
十
三
号

と
の
交
点
か
ら
北
側
方
面
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
間
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト

ル
以
内
の
区
域

吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
川
戸
地
内
の
一
般
国
道
百
四
十
五
号
と
県
道
高
崎
東
吾
妻
線
と
の

連
結
路
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域

県
道
高
崎
東
吾
妻
線
の
う
ち
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
川
戸
地
内
の
一
般
国
道
百
四
十
五
号

と
の
交
点
か
ら
北
側
方
面
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
間
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト

ル
以
内
の
区
域

別
表
第
一
の
二
の
一
の
項
備
考
を
削
り
、
同
表
四
の
項

の
表
中
「

ま
で
に
規
定
す
る
区
域

内
」
を
「

ま
で
及
び
二
の
項
の

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
区
域
内
」
に
、
「
同
項
の

か
ら

」
を
「
一
の
項
の

か
ら

ま
で
及
び
二
の
項
の

か
ら

」
に
、
「
主
と
し
て
一
の
項
の

か

ら

」
を
「
主
と
し
て
一
の
項
の

か
ら

」
に
、
「

か
ら

」
を
「

及
び
二
の
項
の

か
ら

」
に
、
「
ハ

一
の
項
の

か
ら

」
を
「
ハ

一
の
項
の

か
ら

」
に
、
「
ニ

一
の
項
の

か
ら

」
を
「
ニ

一
の
項
の

か
ら

ま
で
及
び
二
の
項
の

か
ら

」
に
改
め
、
同
項
を
同

表
五
の
項
と
し
、
同
表
三
の
項

及
び

中
「
四
の
項
」
を
「
五
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
四

の
項
と
し
、
同
表
二
の
項

中
「
四
の
項
」
を
「
五
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
三
の
項
と
し
、

同
表
一
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

甘
楽
町
景
観
誘
導
地
域

二

次
に
掲
げ
る
区
域
（

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
道
路
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
展
望
で
き
る
区
域
に
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限
る
。
）

県
道
金
井
小
幡
線
の
う
ち
甘
楽
郡
甘
楽
町
大
字
天
引
字
鈴
宮
地
内
の
町
道
口
明
塚
吉
原
線

と
の
交
点
か
ら
北
側
方
面
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
間
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト

ル
以
内
の
区
域

県
道
金
井
小
幡
線
の
う
ち
甘
楽
郡
甘
楽
町
大
字
天
引
字
鈴
宮
地
内
の
町
道
口
明
塚
線
と
の

交
点
か
ら
南
側
方
面
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
間
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以

内
の
区
域

県
道
金
井
小
幡
線
の
う
ち
甘
楽
郡
甘
楽
町
大
字
天
引
字
鈴
宮
地
内
の
町
道
口
明
塚
吉
原
線

と
の
交
点
か
ら
同
町
大
字
天
引
字
鈴
宮
地
内
の
町
道
口
明
塚
線
と
の
交
点
ま
で
の
区
間
の
道

路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
（
高
速
自
動
車
国
道
の
区
域
を
除
く
。
）

町
道
口
明
塚
吉
原
線
の
う
ち
甘
楽
郡
甘
楽
町
大
字
天
引
字
口
明
塚
地
内
の
県
道
金
井
小
幡

線
と
の
交
点
か
ら
東
側
方
面
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
間
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー

ト
ル
以
内
の
区
域
（
高
速
自
動
車
国
道
の
区
域
を
除
く
。
）

町
道
口
明
塚
線
の
う
ち
甘
楽
郡
甘
楽
町
大
字
天
引
字
口
明
塚
地
内
の
県
道
金
井
小
幡
線
と

の
交
点
か
ら
東
側
方
面
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
間
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル

以
内
の
区
域
（
高
速
自
動
車
国
道
の
区
域
を
除
く
。
）

町
道
鈴
宮
三
号
線
の
う
ち
甘
楽
郡
甘
楽
町
大
字
天
引
字
鈴
宮
地
内
の
県
道
金
井
小
幡
線
と

の
交
点
か
ら
同
町
大
字
天
引
字
鈴
宮
地
内
の
町
道
西
谷
狐
崎
線
と
の
交
点
ま
で
の
区
間
の
道

路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
（
高
速
自
動
車
国
道
の
区
域
を
除
く
。
）

町
道
西
谷
狐
崎
線
の
う
ち
甘
楽
郡
甘
楽
町
大
字
天
引
字
狐
崎
地
内
の
町
道
鈴
宮
三
号
線
と

の
交
点
か
ら
同
町
大
字
天
引
字
西
谷
地
内
の
町
道
下
原
西
谷
線
と
の
交
点
ま
で
の
区
間
の
道

路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
（
高
速
自
動
車
国
道
の
区
域
を
除
く
。
）

町
道
下
原
西
谷
線
の
う
ち
甘
楽
郡
甘
楽
町
大
字
白
倉
字
下
原
地
内
の
関
越
自
動
車
道
上
越

線
と
の
交
点
か
ら
同
町
大
字
天
引
字
鈴
宮
地
内
の
県
道
金
井
小
幡
線
と
の
交
点
ま
で
の
区
間

の
道
路
の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
（
高
速
自
動
車
国
道
の
区
域
を
除

く
。
）

町
道
下
原
西
谷
線
の
う
ち
甘
楽
郡
甘
楽
町
大
字
天
引
字
向
原
地
内
の
関
越
自
動
車
道
上
越

線
と
の
交
点
か
ら
同
町
大
字
天
引
字
西
谷
二
千
五
百
十
二
番
三
地
先
ま
で
の
区
間
の
道
路
の

中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
（
高
速
自
動
車
国
道
の
区
域
を
除
く
。
）

関
越
自
動
車
道
上
越
線
の
う
ち
甘
楽
郡
甘
楽
町
大
字
天
引
字
向
原
地
内
の
町
道
下
原
西
谷

線
と
の
交
点
か
ら
同
町
大
字
天
引
字
向
原
二
千
六
百
二
十
五
番
七
地
先
ま
で
の
区
間
の
道
路

の
中
心
線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
（
高
速
自
動
車
国
道
の
区
域
を
除
く
。
）

関
越
自
動
車
道
上
越
線
の
う
ち
甘
楽
郡
甘
楽
町
大
字
白
倉
字
下
原
地
内
の
町
道
下
原
西
谷

線
と
の
交
点
か
ら
同
町
大
字
白
倉
字
下
原
千
七
百
一
番
十
地
先
ま
で
の
区
間
の
道
路
の
中
心

線
か
ら
両
側
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
（
高
速
自
動
車
国
道
の
区
域
を
除
く
。
）

備
考

一
の
項
の

か
ら

ま
で
及
び
二
の
項
の

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
道
路
又
は
連
結

路
の
う
ち
、
供
用
が
開
始
さ
れ
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法

律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
又
は
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七

十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
さ
れ
た
図
面
（
当
該
図
面
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
記
載
さ
れ
た
道
路
又
は
連
結
路
の
予
定
地
と
す
る
。

「

十
メ
ー
ト
ル

五
メ
ー
ト
ル
以

以
上
。
た
だ

上
。
た
だ
し
、

し
、
交
差
点

交
差
点
等
の
外

別
表
第
七
の
二
の
項
の
表
中

等
の
外
縁
か

縁
か
ら
五
メ
ー

を

ら
十
メ
ー
ト

ト
ル
以
上
と
す

ル
以
上
と
す

る
こ
と
。

る
こ
と
。

」

「

十
メ
ー
ト
ル

五
メ
ー
ト
ル
以

に
改
め
る
。

以
上

上

」

「・
広

告
板

・
広

告
塔

・
屋

上
・

壁
面

別
記
様
式
第
十
六
号
中

を

・
巻

付
・

袖
付

（い
ず

れ
か

を
◯

で
囲
む

こ
と

）
」

。

「・
広
告

板
・

案
内
誘

導
・

広
告
塔

・
屋

上
・
壁

面

に
改
め
る
。

・
塀

・
巻

付
・
袖

付
・

車
体

・
そ

の
他

（

）
」

別
記
様
式
第
十
七
号
中
「平

成

」
を
削
り
、

「２
記

載
欄

に
記

載
事

項
の

す
べ
て

を
記

載
す

る
こ
と

が
で

き
な

い
と

き
は

、そ
の
欄

に

を

「別
紙
の

と
お

り

」と
記
載

し
別

紙
を

添
付

す
る

こ
と

」

、
。

「２
記

載
欄

に
記
載

事
項

の
す

べ
て

を
記

載
す

る
こ
と

が
で

き
な

い
と

き
は

そ
の
欄

に
、

「別
紙

の
と

お
り

」と
記

載
し

別
紙

を
添

付
す

る
こ

と
、

。
３

点
検
責

任
者

は

、実
際

に
管
理

し
て

い
る

者
の
氏

名
を

記
入
す

る
こ

と

。

に
改

４
広
告

物
が

１
面

３
０

㎡
以

上
の

屋
外

広
告

物
で

あ
る
場

合
の

点
検

者
は

「屋
外

広
、

告
士

」

「１
級

建
築

士

」又
は

「特
殊

電
気

工
事

資
格

者
認

定
証

（ネ
オ

ン
工

事
に

、
係

る
も

の
に
限

る

）の
交

付
を

受
け

た
者

」で
あ

る
こ

と

」

。
。

め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
十
七
号

群
馬
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
八
年
群
馬
県
規
則
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
六
条
第
三
項
各
号
」
を
「
第
十
六
条
第
三
項
第
一
号
」
に
、

「
特
定
建
築
設
備
等
（
以
下
「
特
定
建
築
設
備
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
昇
降
機
」
に
、
「
次
号
」

を
「
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

政
令
第
十
六
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
防
火
設
備

毎
年
六
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
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日
ま
で

第
十
三
条
第
二
項
中
「
と
な
る
特
定
建
築
設
備
等
」
の
下
に
「
（
以
下
「
特
定
建
築
設
備
等
」
と

い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
三
百
三
十
八
号
）
第
十
六
条
第
三
項
第
二
号
に
規

定
す
る
防
火
設
備
に
係
る
改
正
前
の
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
時
期
が
令

和
二
年
四
月
又
は
五
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
で
あ
る
者
が
当
該
時
期
に
当
該
報
告
を
し
た
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
次
の
建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
報
告
の
時
期
は
、
改
正
後
の
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
と
す
る
。
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告 示■

◎群馬県告示第９２号

医療法（昭和２３年法律第２０５号）第３０条の４の規定により、群馬県保健医療計画（平成３０年群馬県告示

第９６号）を次のとおり変更し、令和２年４月１日から施行する。

なお、変更後の群馬県保健医療計画の詳細は、群馬県健康福祉部医務課及び各保健福祉事務所に備え置いて縦覧

に供する。

令和２年３月２７日

群馬県知事 山 本 一 太

群馬県保健医療計画について（概要）

１ 計画変更の趣旨

医療法の一部改正により、同法第３０条の４に基づく医療計画の一部として、医師の確保に関する事項を変更

し、外来医療に係る医療提供体制の確保に関する事項を定めることとされたことから、群馬県保健医療計画に追

加する。

２ 変更後の計画の内容

第１編 医療連携体制の構築等

第１章 計画に関する基本的な考え方

第２章 群馬県の現状

第３章 保健医療圏と基準病床数

第４章 疾病・事業ごとの医療連携体制の構築

第５章 地域医療構想

第６章 保健・医療・福祉の提供体制の充実

第７章 保健医療従事者等（医師を除く。）の確保

第８章 計画の推進・評価

第２編 医師の確保等

第１章 基本的な考え方

第２章 医師数等の現状

第３章 医師の確保

第４章 外来医療に係る医療提供体制の確保

第５章 推進・評価

◎群馬県告示第９３号

国民健康保険の国庫負担金等の算定に関する政令の規定により知事が定める数の告示（平成３０年群馬県告示第

９７号）の一部を次のように改正し、令和２年４月１日から施行する。

令和２年３月２７日

群馬県知事 山 本 一 太

表第９条第３項の項中「０．９」を「０．７５」に改め、表第９条第５項の項中「０．９７５４３５３１８５４

１６」を「０．９８２３３１３６２３４５９」に改め、表第９条第８項の項中「１．０６４４５８２７１７５７



22

令和２年３月２７日（金） 群 馬 県 報 第９７８６号

２」を「１．０５５０５８１６３８２９２」に改め、表第１０条第３項の項中「０．９６９８０１２３５２５３

２」を「０．９７５６０３６７３０５２９」に改め、表第１０条第６項の項中「０．９９９９９９９９８７２５

６」を「０．９９９９９９９９８６７０５」に改め、表第１１条第３項の項中「１．０１３３１２２１５２１１

２」を「１．０１５８６５４３３６８６５」に改め、表第１１条第６項の項中「０．９９９９９９９９６４４１

４」を「０．９９９９９９９９６８３８６」に改める。

◎群馬県告示第９４号

群馬県標準複合肥料（昭和３５年群馬県告示第９１号）は、廃止する。

令和２年３月２７日

群馬県知事 山 本 一 太

◎群馬県告示第９５号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変更する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県太田土木事務所において

一般の縦覧に供する。

令和２年３月２７日

群馬県知事 山 本 一 太

道路の 路線名 区 間 変更の 敷地の幅員 延 長
種 類 前後別 メートル メートル

一般国道 ３５４号 太田市粕川町３２６番の１地先から同 前 ２５．４～３０．７ ２２．２
市同３２６番の２地先まで

後 ２５．４～３０．７ ２２．２

◎群馬県告示第９６号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定により、道路の供用を次のとおり開始する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県中之条土木事務所におい

て一般の縦覧に供する。

令和２年３月２７日

群馬県知事 山 本 一 太

道路の 路線名 区 間 供用開始の期日
種 類

一般国道 ２９２号 吾妻郡長野原町大字大津字八久保１２１０番の３６５地 令和２年３月２７日
先から同郡同町大字同字草津国有林１６６林班地内まで
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◎群馬県告示第９７号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定により、道路の供用を次のとおり開始する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県富岡土木事務所において

一般の縦覧に供する。

令和２年３月２７日

群馬県知事 山 本 一 太

道路の
路線名 区 間 供用開始の日時

種 類

一般国道 ２５４号 富岡市田島字岩崎前２３１番の１地先から同市同字同１ 令和２年３月３０日
９６番の１地先まで 午前９時

◎群馬県告示第９８号

電線共同溝の整備等に関する特別措置法（平成７年法律第３９号）第３条第１項の規定により、電線共同溝を整

備すべき道路を次のとおり指定した。

令和２年３月２７日

群馬県知事 山 本 一 太

道路の種類 路線名 区 間

県道 前橋大間々桐生線 桐生市堤町三丁目２６２８番の１地先から同市宮前町一丁目１９８
４番の１２地先までの上下線

◎群馬県告示第９９号

群馬県屋外広告物条例に規定する知事が指定する区域、場所等の告示（昭和３９年群馬県告示第５９８号）の一

部を次のように改正し、令和２年４月１日から施行する。

令和２年３月２７日

群馬県知事 山 本 一 太

２（４）中「国道１７号線」を「国道１７号」に改め、２（５）中「国道２９２号線」を「国道２９２号」に改

め、２（８）中「国道１２０号線」を「国道１２０号」に改め、２（９）中「国道１８号線」を「国道１８号」に

改める。

４（３）中「及び下仁田町」の次に「並びに甘楽町景観誘導地域」を加える。
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公 告■

建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２９条第１項第２号の規定による処分をしたので、同法第２９条の５

第１項の規定により、次のとおり公告する。

令和２年３月２７日

群馬県知事 山 本 一 太

１ 処分をした年月日 令和２年３月１９日

２ 被処分者

商号又は名称 主たる営業所の所在地 代表者氏名 許可番号

株式会社グリーンラ 群馬県利根郡みなかみ町月夜野３ 代表取締役 鈴木元良 群馬県知事許可（般－
イフ・サービス ２７９－１４ ２６）第１６００９号

３ 処分の内容 建設業法第２９条第１項第２号の規定による建設業許可の取消処分

(1) 取消処分の対象となる許可番号 群馬県知事許可（般－２６）第１６００９号

(2) 取消処分の対象となる建設業 土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、舗装工事業、しゆんせつ工事業

及び水道施設工事業

４ 処分の原因となった事実 被処分者の取締役は、役員在任中の平成２７年３月１７日に前橋簡易裁判所から刑

法（明治４０年法律第４５号）第２０４条の規定により罰金３０万円の略式命令を受け、同年４月１日にその刑

が確定した。このことは、建設業法第２９条第１項第２号に該当する。
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教
育
長
訓
令

■
群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
甲
第
一
号

事

務

局

教
育
機
関

群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
職
員
記
章
は
い
用
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
職
員
記
章
は
い
用
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
職
員
記
章
は
い
用
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
教

育
長
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
二
号
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
損

傷
し

た
と
き

は
損

傷
し
た

記
章

を
添

付
す
る

こ
と

、
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

議
会
規
則

■群
馬
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

群
馬
県
議
会
議
長

狩

野

浩

志

群
馬
県
議
会
規
則
第
一
号

群
馬
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
議
会
会
議
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
群
馬
県
議
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

目
次
中
「
第
百
十
二
条
（
禁
煙
）
」
を
「
第
百
十
二
条

削
除
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
出
産
」
の
下
に
「
、
家
族
の
弔
事
、
家
族
の
看
護
又
は
介
護
、
配
偶
者
の
出
産
補

助
」
を
加
え
る
。

第
百
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
二
条

削
除

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和２年３月２７日（金） 群 馬 県 報 第９７８６号
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正 誤■

○公告正誤

令和２年２月２８日付け公告（令和２年二級建築士試験の実施）

発行番号 ページ 行 誤 正

第９７７８号 ８ ３３ 令和２年３月２５日（水）から同月 令和２年３月２５日（水）から同年
３１日（火）まで ４月１３日（月）まで

９ ２～８ (2) 持参による受験申込み 削除
ア 受験申込受付の期間及び時間
(ｱ) 期間 令和２年４月９日
（木）から同月１３日（月）
まで

(ｲ) 時間 午前１０時から午後
５時まで

イ 受験申込書の受付場所 群馬
建設会館 ２階第２研修室 前
橋市元総社町２－５－３

ウ 受験申込書の受付 イの受付
場所に、原則として、申込者本
人が当該申込書を直接提出した
ものについて行う。

９ ９ (3) インターネットによる受験申込 (2) インターネットによる受験申込
み み

○公告正誤

令和２年２月２８日付け公告（令和２年木造建築士試験の実施）

発行番号 ページ 行 誤 正

第９７７８号 １０ １１ 令和２年３月２５日（水）から同月 令和２年３月２５日（水）から同年
３１日（火）まで ４月１３日（月）まで

１０ １７～２ (2) 持参による受験申込み 削除
３ ア 受験申込受付の期間及び時間

(ｱ) 期間 令和２年４月９日
（木）から同月１３日（月）
まで

(ｲ) 時間 午前１０時から午後
５時まで

イ 受験申込書の受付場所 群馬
建設会館 ２階第２研修室 前
橋市元総社町２－５－３

ウ 受験申込書の受付 イの受付
場所に、原則として、申込者本
人が当該申込書を直接提出した
ものについて行う。

１０ ２４ (3) インターネットによる受験申込 (2) インターネットによる受験申込
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み み
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